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	 JV	＝	青年海外協力隊
	 SV	＝	シニア海外ボランティア
	日系JV	＝	日系社会青年ボランティア
	日系SV	＝	日系社会シニア・ボランティア（単位：人）

■	合計
JV SV 日系JV 日系SV 小計

派遣中
（男性／女性）

1,945
（835／1,110）

326
（237／89）

91
（32／59）

25
（6／19）

2,387
（1,110／1,277）

累計
（男性／女性）

44,183
（23,570／20,613）

6,395
（5,186／1,209）

1,454
（555／899）

531
（246／285）

52,563
（29,557／23,006）

■	アフリカ地域
国名 JV SV

ウガンダ 62 3
エスワティニ 4 1
エチオピア 43 3
ガーナ 68 3
ガボン 19 10
カメルーン 22 1
ケニア 47 4
ザンビア 73 14
ジブチ 10
ジンバブエ 10
スーダン 32
セネガル 60 3
タンザニア 50 2
ナミビア 15
ブルキナファソ 16
ベナン 48
ボツワナ 14 1
マダガスカル 26
マラウイ 77
南アフリカ共和国 8 7
モザンビーク 43 2
ルワンダ 34
レソト 1 1

国名 JV SV 日系JV 日系SV

アルゼンチン 14 6 3
ウルグアイ 8
エクアドル 44 6
エルサルバドル 1 1
ガイアナ 2
グアテマラ 34 3
コスタリカ 19 7
コロンビア 15 15
ジャマイカ 26 15
セントビンセント 2
セントルシア 10 1
チリ 6 6
ドミニカ共和国 41 9 4 1
ニカラグア 13 8
パナマ 17 1
パラグアイ 46 4 9 3
ブラジル 70 17
ベリーズ 14
ペルー 49 7
ボリビア 41 5 2 1
ホンジュラス 32
メキシコ 7

■	中南米地域
国名 JV SV

インド 6
インドネシア 20 1
ウズベキスタン 17 8
カンボジア 28 15
キルギス 29
スリランカ 65 7
タイ 32 8
タジキスタン 1
中華人民共和国 11
ネパール 45 3
東ティモール 31
フィリピン 37 1
ブータン 29 4
ベトナム 45 23
マレーシア 20 10
ミャンマー 6 6
モルディブ 9
モンゴル 38 3
ラオス 43 7

■	アジア地域

■	欧州地域
国名 JV SV

セルビア 2

国名 JV SV

キリバス 9
サモア 25 1
ソロモン 35 8
トンガ 16 3
バヌアツ 21 5
パプアニューギニア 27 4
パラオ 9 5
フィジー 26 4
マーシャル 8 5
ミクロネシア 10 7

■	大洋州地域

国名 JV SV

エジプト 17 3
モロッコ 16 6
ヨルダン 23 2

■	中東地域

JICAボランティア
派遣現況
（2018年 8月末現在）  

現在の派遣国数

78 カ国

ロゴタイプデザイン：S＋M DESIGN FACTORY
レイアウト：S＋M DESIGN FACTORY
印刷・製本：弘報印刷（株）

本誌は、JICAボランティアが現地での活動・生活を円滑に行
うための実践的な情報、および帰国後の進路開拓や社会還元
に関する有益な情報を提供し、対象者に配布しています。

※「青年海外協力隊」以外のJICAボランティア（「シニア海
外ボランティア」「日系社会青年ボランティア」「日系社会シ
ニア・ボランティア」）の方 は々、括弧内の冒頭に「SV」「日系
JV」「日系SV」と記しています。

❷JICAの「企画調査員（ボランティア事業）」については、
「VC」と表記しています。

国際協子さん（ウガンダ・青少年活動・2018年度1次隊）
	 氏名	 派遣国	 職種	 隊次

❶JICAボランティアの方 （々経験者を含む）については、
　次のように表記しています。

【凡例】

■職種別索引 掲載ページ
コミュニティ開発 4、26
行政サービス 24
防災・災害対策 4
映像 4
野菜栽培 18
青少年活動 22
環境教育 14
エアロビクス 36
PCインストラクター 16
小学校教育 20
デザイン 25
歯科衛生士 8
看護師 12、28
助産師 6
理学療法士 10、13

■国別索引 掲載ページ
インドネシア 14
ガーナ 16
キルギス 22、26
サモア 8
ジャマイカ 4
セントルシア 4
チリ 10
バヌアツ 20
ベナン 18
ボツワナ 24、25
ボリビア 36
ホンジュラス 6

■出身都道府県別索引 掲載ページ
北海道 24
山形県 36
栃木県 18
群馬県 14
埼玉県 26
千葉県 6
東京都 25
神奈川県 16
富山県 10
福井県 20
兵庫県 8
広島県 22

2018 NOVEMBER

	 22	 	“失敗”から学ぶ
	 	 片山美弥さん（キルギス・青少年活動・2015年度3次隊）

	 24	 希少職種図鑑
	 	 ▶︎行政サービス　白川智久さん（ボツワナ・2016年度4次隊）
	 	 ▶︎デザイン　伊藤洋美さん（ボツワナ・2014年度1次隊）

	 26	 JICA	Volunteer’s	Before	▶	After	〜人生を変えた2年間〜
	 	 アフリカ専門輸入卸販売会社	社員　福田順子さん（キルギス・コミュニティ開発・2015年度2次隊）

	 28	 OB・OG匿名座談会
	 	 看護師隊員篇

	 30	 JICAボランティア的プチテクガイド
	 	 ミサンガのつくり方／現地の産品でクッキー／写真を楽しむ

	 32	 INFORMATION	

	 33	 JICAボランティアのつぶやき
	 	 お題：「餞別」

	 34	 JICA進路相談カウンセラー／青年海外協力隊相談役の紹介

     特集1

      保健・医療分野の活動ポイント
 6	 CASE	1　同僚の無理解
	 	 渡辺まどかさん（ホンジュラス・助産師・2016年度1次隊）

 8	 　　CASE	2　同僚のやる気
	 	 織田千恵さん（サモア・歯科衛生士・2016年度1次隊）

 10	 　CASE	3　CPの不在
	 	 奥田	裕さん（チリ・理学療法士・2016年度1次隊）

 12	 　活動Q＆A集

 4	 JICA	Volunteers’	NEWS
	 	 ▶︎各隊員が専門性を生かし、サマーキャンプで授業を実施（ジャマイカ）
	 	 ▶︎セントルシア初となる1食材に特化したレシピ本を出版（セントルシア）

   特集2

      JICAボランティアの営業術
 14	 　CASE	1　「言葉」による営業❶・プレゼン型
	 	 里見	岳さん（インドネシア・環境教育・2016年度4次隊）

 16	 　CASE	2　「言葉」による営業❷・井戸端会議型
	 	 西島百合子さん（ガーナ・PCインストラクター・2015年度4次隊）

 18	 　CASE	3　「行動」による営業❶・一点突破型
	 	 藤掛知英美さん（ベナン・野菜栽培・2015年度4次隊）

 20	 　CASE	4　「行動」による営業❷・アクティブ型
	 	 山下依里佳さん（バヌアツ・小学校教育・2016年度1次隊）
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J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

注
目
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
私
は
セ
ン
ト
ル
シ
ア
の
農
林
水
産
省
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
室
で
、
農
作
物
の
消
費
促
進
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
実
は
元
々
隣
国
の
ド
ミ
ニ
カ
国
へ
派

遣
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
被
害
に

遭
い
派
遣
国
変
更
。
本
来
よ
り
も
4
カ
月
短
い
半

年
の
期
間
で
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。
期
間
も
短

い
の
で
全
て
を
や
る
の
は
難
し
い
と
判
断
し
、
私

の
帰
国
後
も
現
地
の
ス
タ
ッ
フ
で
改
良
・
展
開

で
き
る
「
汎
用
性
の
あ
る
事
例
」
を
残
す
こ
と
、

そ
の
事
例
展
開
を
任
せ
ら
れ
る
「
人
材
」
を
育
て

る
こ
と
を
目
標
と
し
、ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
着
任
時
「
農
作
物
の
消
費
促
進
を
」
と
農
林
水

産
省
か
ら
依
頼
を
受
け
た
も
の
の
、
配
属
部
署
は

人
材
不
足
で
、
担
当
業
務
を
こ
な
す
こ
と
に
全
員

手
一
杯
で
し
た
。
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
も
お
ら

ず
、
1
人
で
ゼ
ロ
か
ら
始
め
る
と
周
り
を
巻
き
込

む
パ
ワ
ー
が
か
か
り
す
ぎ
る
と
考
え
、
既
に
省
内

で
走
っ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
以
下
、P
R
J
）

に
テ
コ
入
れ
を
し
て
い
く
こ
と
に
。
そ
こ
で
、
比

較
的
栽
培
が
簡
単
で
栄
養
も
豊
富
な
キ
ャ
ッ
サ

バ
の
消
費
を
推
進
す
る
P
R
J
に
入
り
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
案
を
提

案
、市
場
調
査
を
始
め
ま
し
た
。

 

「
キ
ャ
ッ
サ
バ
は
知
っ
て
い
る
が
取
り
扱
い
が
不

明
」「
レ
シ
ピ
が
少
な
い
」
と
い
っ
た
要
因
か
ら

消
費
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
レ
シ

ピ
本
の
製
作
を
決
定
。
地
産
品
の
消
費
志
向
が
高

い
こ
と
も
あ
り
、
レ
シ
ピ
本
は
“
地
元
発
”
に
こ

だ
わ
り
ま
し
た
。
レ
シ
ピ
は
、
地
元
の
学
校
・
レ

ス
ト
ラ
ン
・
業
者
な
ど
に
開
発
を
依
頼
、
省
の
ス

タ
ッ
フ
と
試
食
・
撮
影
し
て
周
り
ま
し
た
。
集
ま

っ
た
レ
シ
ピ
は
保
健
省
の
栄
養
士
と
見
直
し
、
試

食
結
果
も
加
味
し
な
が
ら
、
よ
り
健
康
的
で
地
元

食
材
を
使
用
し
た
レ
シ
ピ
を
25
点
選
抜
し
ま
し

た
。
編
集
～
印
刷
も
、
省
の
ス
タ
ッ
フ
に
や
り
方

を
教
え
、
無
事
完
成
。
初
の
1
食
材
に
特
化
し
た

地
元
レ
シ
ピ
本
と
し
て
、
雑
誌
な
ど
の
メ
デ
ィ

ア
・
各
省
庁
・
地
元
企
業
を
招
待
し
た
公
式
発

表
会
の
開
催
な
ど
で
大
々
的
に
発
表
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、国
内
の
学
校
・
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ

ン
へ
消
費
啓
蒙
ツ
ー
ル
と
共
に
無
料
配
布
し
、ま

た
地
元
ス
ー
パ
ー
に
協
力
を
得
て
一
般
配
布
。実

際
に
レ
シ
ピ
本
を
手
に
し
た
方
が
「
今
か
ら
つ

く
っ
て
み
る
」
と
S
N
S
に
投
稿
し
て
い
る
記

事
を
目
に
す
る
機
会
も
あ
り
、公
式
発
表
会
で
の

試
食
の
反
応
と
合
わ
せ
て
今
後
の
可
能
性
を
感

じ
ら
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
初
こ
そ
「
み
ん
な
全
然
仕
事
し
な
い
！
」
と

や
き
も
き
し
た
も
の
の
、P
R
J
と
し
て
方
向
性

と
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
・
期
限
を
設
け
、か
つ

ア
ク
シ
ョ
ン
は
各
メ
ン
バ
ー
に
そ
れ
ぞ
れ
何
ら

か
の
利
益
が
あ
る
も
の
を
設
定
す
る
こ
と
で
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
彼
ら
の
尽

力
で
外
部
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
も
容
易
に
繋
が

れ
る
な
ど
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、私
は
実
務
に
追
わ

れ
る
こ
と
な
く
人
材
育
成
に
注
力
で
き
ま
し
た
。

　
省
と
し
て
も
こ
れ
を
成
功
事
例
と
し
て
、
今

後
、
他
の
農
作
物
で
の
シ
リ
ー
ズ
化
、
地
元
食
材

レ
シ
ピ
サ
イ
ト
の
開
設
を
進
め
て
い
く
こ
と
と

な
り
、
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
最
初
の

シ
リ
ー
ズ
化
で
あ
る
マ
ン
ゴ
ー
レ
シ
ピ
本
は
、育

成
し
た
ス
タ
ッ
フ
が
主
体
と
な
り
、先
日
無
事
発

行
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
と
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
、さ
ら
に
持
続
・
発
展
す
る
活
動
を
現
地

の
方
が
や
り
が
い
を
持
っ
て
続
け
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

Saint Luciaセントルシア初となる
1食材に特化したレシピ本を出版

　
7
月
31
日
か
ら
8
月
3
日
ま
で
、 

ジ
ャ
マ
イ
カ

の
首
都
キ
ン
グ
ス
ト
ン
に
あ
る
科
学
研
究
協
会

に
お
い
て
、
環
境
・
防
災
な
ど
を
含
め
た
科
学
技

術
の
体
験
型
授
業
を
行
う
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
を
報
じ
る
新
聞
記
事
を
読
ん
だ
協
会
関
係

者
が
、
J
I
C
A
事
務
所
に
連
絡
し
て
き
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、
2
月
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の

隊
員
が
集
っ
て
計
画
を
立
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
以
下
、W
S
）
を
行
い
ま
し
た
。

　
防
災
・
災
害
対
策
隊
員
は
「
身
近
な
防
災
」
を

テ
ー
マ
に
、
9
～
12
歳
の
25
人
の
生
徒
を
対
象
と

し
た
W
S
を
行
い
ま
し
た
。
派
遣
前
の
米
軍
消
防

士
時
代
に
、
米
国
人
の
子
ど
も
向
け
に
行
っ
た
授

業
経
験
を
活
か
し
、
全
米
防
火
協
会
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
教
材
を
用
い
て
、
各
生

徒
に
自
身
の
家
の
避
難
経
路
を
書
い
て
も
ら
い
、

非
常
口
を
探
し
て
色
を
塗
る
と
い
う
作
業
を
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
通
じ
て
、
生
徒
に

防
災
は
今
す
ぐ
に
で
き
、
身
近
な
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
自
分
の
生

活
に
近
づ
け
て
考
え
る
防
災
教
育
は
参
加
者
か

ら
好
評
で
、
同
席
し
て
い
た
教
育
関
係
者
か
ら
教

材
の
入
手
方
法
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
あ
る

な
ど
、今
後
の
展
開
に
期
待
で
す
。

　
ま
た
、
映
像
隊
員
は
科
学
技
術
の
体
験
型
授
業

と
し
て
、
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
事
例
の
紹
介
と
体
験

指
導
を
担
当
し
ま
し
た
。
前
半
は
ド
ロ
ー
ン
が
映

像
の
撮
影
だ
け
で
な
く
、
農
業
や
防
災
に
利
用
さ

れ
て
い
る
現
状
を
紹
介
し
、
今
後
の
自
動
運
転
技

術
の
発
展
で
人
々
の
生
活
が
ど
う
変
わ
る
の
か
、

子
ど
も
た
ち
と
話
し
合
い
ま
し
た
。
企
画
の
段
階

で
同
協
会
が
大
手
玩
具
販
売
店
と
提
携
し
、
子
ど

も
に
も
安
全
な
ド
ロ
ー
ン
を
手
配
し
て
く
れ
た

の
で
、
後
半
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
実
際
に
ド
ロ

ー
ン
を
試
運
転
す
る
時
間
を
設
け
ま
し
た
。
あ
い

に
く
時
間
が
足
り
ず
、
操
縦
で
き
ず
に
泣
い
て
し

ま
う
子
も
い
ま
し
た
が
、
教
材
が
限
ら
れ
る
ジ
ャ

マ
イ
カ
に
お
い
て
実
際
の
操
縦
と
い
う
体
験
が

提
供
で
き
、
よ
り
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
も
そ
の

楽
し
さ
を
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
環
境
教
育
隊
員
に
よ
る
ゴ

ミ
処
理
に
関
す
る
W
S
や
日
本
文
化
の
紹
介
な

ど
も
行
い
、「
J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
協
力

を
依
頼
す
る
の
は
初
の
試
み
だ
っ
た
が
、
来
年
以

降
も
協
働
し
、
よ
り
良
い
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
し
た

い
」
と
い
う
声
を
同
協
会
か
ら
い
た
だ
き
ま
し

た
。
次
年
度
も
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
、
同
国
が
抱
え
る
防
災
や
環
境
分
野
に

か
か
る
課
題
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

各
J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
専
門
性
を
活
か

し
つ
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
働
き
か
け
ら
れ
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

Jamaica各隊員が専門性を活かし、
サマーキャンプで授業を実施

J
IC

A
 V

o
lu

n
te

e
r
s' N

E
W

S

「身近な防災」をテーマにしたワークショップで、各生徒に自身の家の避難経路を書く方法を指導している仲村隊員

ドローンの講習で子どもたちに操縦方法を教える星島隊員

キャッサバレシピ本の公式発表会の様子。掲載ページにレシピ提供者の名前や写真を入れるという約束で、協力者本人
（団体）がレシピ用食材を調達してくれたので、レシピ本製作における費用は、ほぼ交通費と印刷代のみにすることができた

開催までの流れ

〈5カ月前〉
企画

JICAスタッフと科学研究協
会が連絡を取り合い、授業
内容を企画。

〈2カ月前〉
内容決定

参加者（ワークショップに携
わるJICAボランティア）と
各授業内容が確定。

〈1カ月前〉
開催準備

各参加者が自身のワーク
ショップに必要な備品・資
材を準備。

〈1週間前〉
会場視察

事前に会場確認が必要な参
加者のみ視察。

〈当日〉
開催

3日間にわたり、ワークショッ
プを開催。

発行までの流れ

〈5カ月前〉
市場調査

地元イベントと連携し、ブー
スを構え、アンケート・試食・
簡易レシピ本の無料配布。

〈4カ月前〉
企画

市場調査結果を踏まえた内
容を盛り込んだ、レシピ本製
作・配布の提案書を作成。

〈3カ月前〉
情報収集

国内の学校・レストラン・ホ
テル・キャッサバ取扱業者
へレシピ開発・提供を依頼。

〈2カ月前〉
編集

集めたレシピを保健省の栄
養士と確認し、レシピを選
抜、製本。

〈1カ月前〉
出版準備

配布先・部数の決定、消費
推進ツールの作成。

〈当日〉
発行・広報

掲載レシピの試食を含む公
式発表会の開催。テレビな
どメディアも招待し、広報。

〈1カ月後〉
配布

消費推進ツール（ポスター、
POP）と共に地元の学校・
レストランなどへ配布。

文 ＝ 仲
なか

村
むら

秀
ひで いち ろう

一朗さん（ジャマイカ・防災・災害対策・2017年度3次隊）
        星

ほし

島
じま

ケントアレンさん（ジャマイカ・映像・2017年度3次隊）
参加者（敬称略） ＝ 小口夏海（環境教育・2016年度2次隊）、中込愛香（野菜栽培・2016年度3次隊）、仲村秀一朗、星島ケントアレン、2018年度1次隊の隊員8人（体育、小学校教育、青少年活動、コミュニティ開発、学芸員、防災・災害対策）

文 ＝ 力
りき

丸
まる

育
いく

未
み

さん（短期／セントルシア・コミュニティ開発・2017年度派遣）



渡辺さん基礎情報

■ PROFILE
1988年生まれ、千葉県出身。大学時代に看護師、保健師、
助産師の免許を取得。大学病院の産科外来や病棟、新
生児集中治療室で5年間勤務した後、2016年7月に協力
隊員としてホンジュラスに赴任。18年7月に帰国。

■ 活動概要
ラ・パス県マルカラ市の市役所が管轄する出産施設「母子
保健センター」に配属され、主に以下の活動に従事。
●母親学級の実施・改善
●「妊婦の家」（遠方の妊婦が出産待機をする宿泊施設）
での日課としての妊婦体操の導入や保健指導
●看護学校における周産期関連の講義
●高校での保健教育
●農村部における妊婦への保健指導

❶ センターに併設された「妊婦の家」の宿泊部屋
❷ 同僚による母親学級。渡辺さんの提案によって「妊婦の家」の一室が

専用部屋とされるようになり、頻度もアップした
❸ 地域の高校で性教育を行う渡辺さん
❹ 農村地域に赴き、妊婦を対象に保健指導を行なう渡辺さん
❺CPへのプレゼンで使ったパワーポイント資料。分量は約20ページ

上
が
っ
た
原
稿
を
語
学
訓
練
の
講
師
に
チ

ェ
ッ
ク
を
し
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
た
。

助
産
業
務
の
中
で
自
己
表
現

　

C
P
以
外
の
同
僚
た
ち
も
、や
は
り
当
初

は
渡
辺
さ
ん
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ

い
て
の
理
解
は
な
か
っ
た
。
な
か
に
は
「
看

護
学
生
」
だ
と
勘
違
い
し
、「
注
射
を
見
た

こ
と
は
あ
る
の
？
」
と
聞
い
て
く
る
同
僚

も
い
た
。
し
か
し
彼
女
た
ち
に
は
業
務
が

あ
る
た
め
、時
間
を
も
ら
っ
て
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
資
料
で
皆
に
い
っ
せ
い
に
プ
レ
ゼ
ン

す
る
の
は
不
可
能
だ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
な
か
、渡
辺
さ
ん
が
自
分
の
持

つ
知
識
や
技
術
を
同
僚
た
ち
に
知
っ
て
も

ら
う
手
段
は
、彼
女
た
ち
と
と
も
に
助
産
業

務
を
実
践
し
、そ
の
な
か
で
知
識
や
技
術
を

見
せ
て
い
く
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
た
と

え
ば
、
着
任
の
わ
ず
か
2
日
後
の
こ
と
。
出

産
直
後
に
母
親
が
痙
攣
を
始
め
、生
ま
れ
た

子
の
状
態
も
良
く
な
い
と
い
う
事
態
が
発

生
し
た
。
そ
こ
で
渡
辺
さ
ん
は
蘇
生
術
を

主
導
。「
子
ど
も
の
体
勢
を
変
え
る
」「
酸

素
吸
入
や
点
滴
の
準
備
を
す
る
」
な
ど
、
必

要
な
作
業
を
同
僚
た
ち
に
促
し
た
。
そ
う

し
た
場
面
が
積
み
重
な
る
に
つ
れ
、同
僚
た

ち
は
渡
辺
さ
ん
の
知
識
や
技
術
を
理
解
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
っ
た
。

 

「
協
力
隊
員
は
、
知
識
や
技
術
を
伝
え
る
た

め
に
派
遣
さ
れ
る
者
」
と
い
う
点
に
つ
い

て
は
、C
P
が
同
僚
た
ち
に
周
知
し
て
く
れ

た
。
着
任
の
半
月
後
、
渡
辺
さ
ん
は
同
僚
看

護
師
た
ち
を
対
象
に
情
報
収
集
の
た
め
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。「
医
療
を
学
ん
だ
学

校
の
種
類
」「
仕
事
に
関
し
て
知
り
た
い
こ

と
」「
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
問
題
だ
と
感
じ

て
い
る
点
」
な
ど
を
尋
ね
る
も
の
だ
。
そ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、C
P

が
同
僚
た
ち
に
協
力
隊
員
の
派
遣
目
的
を

説
明
し
た
う
え
で
、ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
協
力

を
促
し
て
く
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
し
て
、渡
辺
さ
ん
の
知
識

や
技
術
、あ
る
い
は
協
力
隊
員
の
派
遣
目
的

が
同
僚
た
ち
に
理
解
さ
れ
る
と
、「
助
産
業

務
の
手
伝
い
」
以
外
の
活
動
を
彼
女
た
ち

に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
。
た
と
え
ば
、
以
下
の
よ
う
な
「
業

務
改
善
」
へ
の
支
援
だ
。

■
保
健
指
導
の
改
善

　

妊
婦
健
診
に
来
た
人
や
「
妊
婦
の
家
」

に
宿
泊
し
て
い
る
人
を
対
象
に
開
か
れ
て

い
た
母
親
学
級
の
内
容
や
頻
度
を
改
善
し

た
。
ま
た
、「
妊
婦
の
家
」
の
宿
泊
者
を
対

象
に
し
た
日
課
と
し
て
行
え
る
妊
婦
体
操

指
導
も
開
始
。

■
助
産
ケ
ア
の
指
導

 

「
体
を
温
め
る
」「
ツ
ボ
を
押
す
」
な
ど
、

陣
痛
を
促
進
す
る
「
助
産
ケ
ア
」
が
従
来

は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、そ
の

指
導
を
看
護
師
や
准
看
護
師
た
ち
に
実
施

し
た
。

■
病
室
の
改
善

　

セ
ン
タ
ー
の
病
室
は
、ベ
ッ
ド
の
間
に
仕

切
り
の
カ
ー
テ
ン
が
な
い
相
部
屋
。
一
方
、

入
院
し
て
い
る
妊
産
褥
婦
は
、費
用
の
都
合

で
病
室
着
の
頻
繁
な
交
換
が
叶
わ
な
い
こ

と
か
ら
、
大
半
が
裸
で
過
ご
し
て
い
る
。
そ

う
し
た
な
か
、渡
辺
さ
ん
は
次
善
策
と
し
て

仕
切
り
の
カ
ー
テ
ン
を
備
え
る
こ
と
を
提

た
の
は
、セ
ン
タ
ー
と
保
健
所
の
両
方
を
管

理
す
る
機
関
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。
そ
の
事

務
所
も
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
し
て
い
た
。

着
任
2
日
目
に
プ
レ
ゼ
ン
が
実
現

　

渡
辺
さ
ん
の
着
任
は
土
曜
日
。
そ
の
日

に
C
P
と
交
わ
し
た
や
り
と
り
で
、彼
女
が

協
力
隊
員
の
派
遣
趣
旨
や
、渡
辺
さ
ん
が
持

つ
知
識
や
技
術
に
つ
い
て
、ほ
と
ん
ど
理
解

し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
渡
辺
さ

ん
は
セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
初
代
の
隊
員
で

あ
っ
た
う
え
、ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
に
は
「
助
産

師
」
と
い
う
職
種
も
な
か
っ
た
の
だ
。

　

そ
こ
で
渡
辺
さ
ん
は
、休
日
明
け
の
月
曜

日
に
早
速
C
P
に
時
間
を
と
っ
て
も
ら
い
、

協
力
隊
員
と
は
ど
う
い
う
立
場
の
人
間
な

の
か
、自
分
が
ど
の
よ
う
な
環
境
の
病
院
で

ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
き
た
か
な
ど
に

つ
い
て
、パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
資
料
を
使
い

な
が
ら
説
明
し
た
。
す
る
と
、
同
国
で
は
産

　

渡
辺
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
ラ
・
パ
ス
県

マ
ル
カ
ラ
市
の
母
子
保
健
セ
ン
タ
ー
（
以

下
、
セ
ン
タ
ー
）
は
、
市
役
所
が
管
轄
す
る

出
産
施
設
。
出
産
が
近
づ
い
た
妊
婦
が
宿

泊
で
き
る
施
設
「
妊
婦
の
家
」
も
併
設
さ

れ
て
お
り
、渡
辺
さ
ん
に
は
そ
の
利
用
者
を

対
象
に
し
た
保
健
指
導
の
充
実
化
、あ
る
い

は
同
僚
看
護
師
へ
の
技
術
指
導
な
ど
が
求

め
ら
れ
て
い
た
。
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
て

い
た
医
療
ス
タ
ッ
フ
は
以
下
の
と
お
り
。

■
医
師　

研
修
医
が
7
人
勤
務
。
エ
コ
ー

を
扱
え
な
い
な
ど
、で
き
る
業
務
に
制
限
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
ラ
・
パ
ス
県
の
県
病
院
か

ら
週
3
回
、産
婦
人
科
医
が
セ
ン
タ
ー
に
来

て
、
異
常
が
見
ら
れ
る
妊
婦
に
対
し
、
予
約

制
で
エ
コ
ー
診
察
を
行
っ
て
い
た
。

■
看
護
師　

大
学
に
在
学
中
の
研
修
生
が

2
人
勤
務
。

■
准
看
護
師　

2
年
制
の
看
護
学
校
で
取

得
で
き
る
資
格
で
、十
数
人
が
勤
務
。

　

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
（
C
P
）
と
な
っ

婦
人
科
医
し
か
扱
え
な
い
「
エ
コ
ー
」
を

操
作
で
き
る
こ
と
な
ど
を
知
っ
た
こ
と
で
、

C
P
は
渡
辺
さ
ん
が
持
つ
知
識
と
技
術
の

レ
ベ
ル
を
理
解
。「
協
力
隊
員
は
、
配
属
先

の
業
務
を
手
伝
う
だ
け
で
な
く
、知
識
や
技

術
を
伝
え
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
る
者
」
と

い
う
渡
辺
さ
ん
の
主
張
も
納
得
し
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
た
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
資
料
は
、現
地
語

学
訓
練
の
最
中
に
作
成
し
て
い
た
も
の
だ

っ
た
。
作
成
の
き
っ
か
け
は
、
語
学
訓
練
の

講
師
か
ら
受
け
た
こ
ん
な
質
問
だ
。「
あ
な

た
の
職
業
で
あ
る
『
助
産
師
』
は
、
こ
の
国

に
存
在
し
な
い
。
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
す

る
も
の
な
の
？
」。
こ
れ
を
聞
い
た
渡
辺
さ

ん
は
、「『
助
産
師
』
と
し
て
働
い
て
き
た

者
に
ど
の
よ
う
な
知
識
や
技
術
が
あ
る
の

か
、配
属
先
の
同
僚
も
わ
か
ら
な
い
か
も
し

れ
な
い
」
と
予
測
。
そ
う
し
て
、
着
任
後
に

同
僚
に
見
せ
る
目
的
で
作
成
し
た
の
が
、こ

の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
資
料
だ
っ
た
。
出
来

案
し
、実
現
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
う
し
た
セ
ン
タ
ー
の
業
務
改
善
に
加

え
、や
が
て
渡
辺
さ
ん
は
配
属
外
で
の
活
動

に
も
手
を
広
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
と

え
ば
、保
健
指
導
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た

農
村
地
域
の
保
健
所
に
赴
き
、周
辺
の
妊
婦

を
対
象
に
し
た
保
健
指
導
を
行
う
こ
と
な

ど
だ
。
そ
う
し
た
活
動
に
取
り
組
む
き
っ

か
け
を
与
え
て
く
れ
た
の
は
、配
属
先
の
同

僚
た
ち
だ
っ
た
。
渡
辺
さ
ん
の
知
識
や
技

術
へ
の
理
解
を
持
っ
た
彼
女
た
ち
が
、折
に

触
れ
て
外
部
の
医
療
関
係
者
に
渡
辺
さ
ん

の
存
在
を
喧
伝
。
そ
の
結
果
、
彼
ら
か
ら
保

健
指
導
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
舞
い
込
む
よ
う

に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

CASE 1
同僚の無理解

渡
わた

辺
なべ

まどかさん
（ホンジュラス・助産師・2016年度1次隊）

の事例

助
産
師
隊
員
と
し
て
出
産
施
設
に
配
属
さ
れ
た
渡
辺
さ
ん
。

派
遣
国
に
は「
助
産
師
」
と
い
う
職
種
が
な
い
な
か
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
資
料
を
準
備
し
て
、

自
身
の
知
識
や
技
術
に
対
す
る
同
僚
の
理
解
を
図
っ
た
。

プ
レ
ゼ
ン
資
料
を
使
っ
て

「
助
産
師
」の
業
務
を
紹
介

事前準備でチャンスをものに
「活動依頼が舞い込む」など、活動に弾みを
つけるチャンスは突然訪れることも少なくな
いはず。それを予測し、事前に準備を進めて
おけば、チャンスを無駄にせずに済む。渡辺
さんが現地語学訓練の最中にプレゼン資
料を作成した件も、その典型的な例だ。

渡辺さんの
事例のポイント

6ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 8 . 1 17 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 8 . 1 1

❶

❷

❸❺

❹

保健・
医療分野の
活動ポイント
「JICAボランティアになるために、看護師の道を選んだ」。そんな例もあるほど、保

健・医療分野のJICAボランティアが持つボランティアスピリット、あるいは「途

上国の人の役に立つのだ」という意欲はひときわ高い。それを遺憾なく発

揮するためには、どのようなことに心がけたらいいのか。同分野のボラ

ンティアが直面する「困難」をキーワードに、答えを探ってみた。
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憩
を
と
る
」
と
い
う
方
法
で
、
イ
ラ
イ
ラ
を

回
避
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も

限
界
が
あ
っ
た
。
患
者
が
ま
だ
残
っ
て
い

る
の
に
歯
科
助
手
た
ち
が
退
社
し
て
し
ま

い
、織
田
さ
ん
が
ひ
と
り
で
残
業
す
る
こ
と

が
増
加
。「
怒
り
」
が
募
っ
て
し
ま
っ
た
の

だ
っ
た
。

タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
い
方
針
転
換

　

そ
の
時
期
、織
田
さ
ん
に
は
力
を
入
れ
た

い
活
動
が
見
え
て
き
て
い
た
。
地
域
の
小

学
校
や
幼
稚
園
で
、
歯
磨
き
指
導
な
ど
の

「
歯
科
保
健
指
導
」
を
活
発
化
さ
せ
る
こ
と

だ
。
配
属
先
で
は
従
来
、
歯
科
医
師
が
1
人

と
デ
ン
タ
ル
セ
ラ
ピ
ス
ト
数
人
が
チ
ー
ム

を
組
み
、地
域
の
小
学
校
や
幼
稚
園
を
定
期

的
に
訪
問
し
て
は
、無
料
で
歯
科
の
健
診
と

治
療
を
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
継
続
さ
れ
て

い
た
。
そ
こ
で
は
、
デ
ン
タ
ル
セ
ラ
ピ
ス
ト

に
よ
っ
て
歯
磨
き
指
導
が
行
わ
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
が
、織
田
さ
ん
は
そ
れ
を
さ
ら
に

充
実
化
さ
せ
た
い
と
考
え
た
の
だ
っ
た
。

　

歯
科
助
手
が
織
田
さ
ん
に
仕
事
を
任
せ

き
り
に
す
る
と
い
う
状
況
を
打
開
す
る
き

っ
か
け
が
訪
れ
た
の
は
、着
任
し
て
半
年
が

過
ぎ
た
こ
ろ
。
配
属
先
に
新
た
に
3
人
の

歯
科
助
手
が
採
用
さ
れ
た
の
を
チ
ャ
ン
ス

と
見
た
織
田
さ
ん
は
、3
人
が
勤
務
を
開
始

し
た
そ
の
日
か
ら
、歯
科
助
手
の
仕
事
の
手

伝
い
か
ら
手
を
引
い
た
の
だ
っ
た
。

 

「
サ
モ
ア
の
人
々
に
は
『
が
ん
ば
り
過
ぎ

な
い
』
と
い
う
気
質
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、歯
科
助
手
が
サ
ボ
っ
て
い
る
こ
と
は
咎

め
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
私
が
彼
ら
に
『
怠

け
る
余
地
』
を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
で
し
た
」

　

こ
の
方
針
転
換
は
正
解
だ
っ
た
。
以
前

か
ら
い
る
歯
科
助
手
た
ち
は
、
当
初
、
織
田

さ
ん
が
な
ぜ
急
に
診
療
室
に
姿
を
見
せ
な

い
よ
う
に
な
っ
た
か
、不
思
議
そ
う
に
し
て

い
た
。
し
か
し
、
ほ
ど
な
く
「
自
分
た
ち
が

や
ら
ね
ば
」
と
我
に
帰
り
、
新
人
3
人
に
業

務
を
教
え
な
が
ら
、診
療
介
助
の
業
務
に
ふ

た
た
び
懸
命
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た

の
だ
。
さ
ら
に
し
ば
ら
く
す
る
と
、
彼
ら
は

新
人
た
ち
と
話
し
合
い
な
が
ら
、織
田
さ
ん

が
行
っ
て
い
た
や
り
方
を
参
考
に
、患
者
へ

の
診
療
介
助
や
診
療
器
具
の
管
理
に
工
夫

を
凝
ら
し
た
り
も
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

だ
っ
た
。

新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始

　

歯
科
助
手
た
ち
の
業
務
の
サ
ポ
ー
ト
か

ら
手
を
引
く
こ
と
が
で
き
た
織
田
さ
ん
は
、

地
域
に
お
け
る
「
歯
科
保
健
指
導
」
の
底

上
げ
に
注
力
。
以
下
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
、ま
ず
は
モ
デ
ル
校
に
選
ん
だ
小
学
校

で
開
始
し
た
。
任
期
の
残
り
が
約
10
カ
月

と
な
っ
た
時
期
で
あ
る
。

■
歯
科
医
師
1
人
、デ
ン
タ
ル
セ
ラ
ピ
ス
ト

1
人
、歯
科
衛
生
士
2
人
と
い
う
体
制
に
よ

り
、モ
デ
ル
校
で
継
続
的
な
歯
科
の
健
診
と

保
健
指
導
を
行
う
。

■
実
施
は
3
カ
月
に
1
度
（
年
間
4
回
）。

そ
の
ほ
か
、教
員
の
協
力
で
「
フ
ッ
素
に
よ

る
う
が
い
」
を
週
に
1
回
の
ペ
ー
ス
で
実

践
し
て
も
ら
う
。

■
永
久
歯
の
生
え
方
の
違
い
に
よ
り
、小
学

ど
も
担
当
す
る
と
い
う
、両
者
の
中
間
に
あ

る
職
種
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
職
種
の
う
ち
、

フ
ィ
ジ
ー
な
ど
歯
科
の
水
準
が
よ
り
高
い

他
国
で
教
育
を
受
け
て
い
る
の
は
歯
科
医

師
の
み
。
そ
の
た
め
、
ほ
か
の
職
種
の
ス
タ

ッ
フ
に
は
知
識
や
技
術
の
面
で
不
足
し
て

い
る
点
が
あ
っ
た
。
織
田
さ
ん
に
期
待
さ

れ
て
い
た
の
は
、そ
う
し
た
課
題
の
解
決
に

向
け
た
技
術
支
援
だ
っ
た
。

同
僚
が
怠
け
る
よ
う
に

　

織
田
さ
ん
は
着
任
早
々
か
ら
、歯
科
衛
生

士
が
足
り
な
い
た
め
に
そ
れ
ま
で
配
属
先

で
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
歯
周

病
患
者
の
歯
石
除
去
を
、一
歯
科
衛
生
士
と

し
て
担
当
す
る
こ
と
か
ら
活
動
を
ス
タ
ー

ト
。
し
か
し
ま
も
な
く
、
あ
る
失
敗
を
経
験

す
る
。「
手
伝
い
す
ぎ
」
と
い
う
失
敗
だ
。

　

歯
科
部
を
訪
れ
る
外
来
患
者
は
、1
日
に

お
よ
そ
1
0
0
人
に
の
ぼ
っ
た
。
目
に
つ

い
た
の
は
、治
療
器
具
の
消
毒
・
準
備
な
ど

　

織
田
さ
ん
が
歯
科
衛
生
士
隊
員
と
し
て

派
遣
さ
れ
た
サ
モ
ア
国
立
病
院
は
、首
都
ア

ピ
ア
に
あ
る
国
内
最
大
の
病
院
。
配
属
先

で
あ
る
歯
科
部
は
着
任
当
時
、以
下
の
よ
う

な
ス
タ
ッ
フ
構
成
と
な
っ
て
い
た
。

■
歯
科
医
師　

8
人

■
歯
科
衛
生
士　

1
人

■
デ
ン
タ
ル
セ
ラ
ピ
ス
ト　

約
30
人

■
歯
科
技
工
士　

3
人

■
歯
科
助
手　

4
人

　

デ
ン
タ
ル
セ
ラ
ピ
ス
ト
以
外
の
職
種
が

担
当
し
て
い
た
の
は
、日
本
の
業
務
内
容
と

同
様
。
た
と
え
ば
歯
科
衛
生
士
の
場
合
、
む

し
歯
や
歯
周
病
を
予
防
す
る
た
め
に
フ
ッ

素
を
塗
っ
た
り
歯
石
を
除
去
し
た
り
す
る

「
歯
科
予
防
処
置
」、歯
科
医
師
の
業
務
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
「
歯
科
診
療
補
助
」、
歯
磨
き

指
導
な
ど
の
「
歯
科
保
健
指
導
」
と
い
う

3
つ
が
担
当
業
務
だ
。
一
方
、「
デ
ン
タ
ル

セ
ラ
ピ
ス
ト
」
は
日
本
に
な
い
職
種
。
歯
科

医
師
が
行
う
抜
歯
な
ど
が
認
め
ら
れ
て
い

る
一
方
、歯
科
衛
生
士
が
行
う
歯
石
除
去
な

口
腔
内
に
直
接
触
れ
な
い
診
療
サ
ポ
ー
ト

（
歯
科
診
療
介
助
）
を
行
う
歯
科
助
手
の
多

忙
さ
で
あ
る
。
休
憩
時
間
を
削
っ
て
業
務

に
あ
た
っ
て
い
る
状
態
を
見
か
ね
て
、織
田

さ
ん
は
彼
ら
の
業
務
も
手
伝
う
こ
と
に
し

た
。
歯
科
部
の
業
務
を
広
く
把
握
し
た
い

と
の
意
図
も
あ
っ
た
。

　

様
子
が
怪
し
く
な
っ
て
き
た
の
は
、着
任

か
ら
3
カ
月
が
経
っ
た
こ
ろ
。
織
田
さ
ん

が
業
務
を
肩
代
わ
り
し
て
く
れ
る
の
を
い

い
こ
と
に
、歯
科
助
手
た
ち
が
私
用
で
外
出

し
た
ま
ま
帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
り
、診
療
時

間
中
に
別
の
部
屋
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

ゲ
ー
ム
に
興
じ
た
り
と
い
う
こ
と
が
頻
繁

に
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
。
そ
う
し
た
歯
科

助
手
た
ち
に
、織
田
さ
ん
は
あ
か
ら
さ
ま
に

抗
議
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
。
先
輩
隊

員
か
ら
、「
同
僚
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
っ
た
こ

と
で
、以
後
の
活
動
が
や
り
に
く
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
」
と
い
う
体
験
談
を
聞
か
さ
れ

て
い
た
か
ら
だ
。
代
わ
り
に
、「
自
分
も
歯

科
助
手
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、積
極
的
に
休

生
の
う
ち
は
学
年
ご
と
に
歯
磨
き
の
重
点

は
異
な
る
。
そ
こ
で
、「
1
年
目
は
1
年
生
」

「
2
年
目
は
2
年
生
」
と
い
う
よ
う
に
、
毎

年
指
導
対
象
を
1
学
年
ず
つ
上
げ
て
い
き

な
が
ら
、6
年
を
か
け
て
小
学
校
の
全
6
学

年
で
試
行
す
る
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、配
属
先
で
特
に

「
予
防
」
へ
の
意
識
が
高
か
っ
た
デ
ン
タ
ル

セ
ラ
ピ
ス
ト
が
主
導
を
買
っ
て
出
て
く
れ

た
。
ま
た
、
当
初
は
通
常
業
務
で
多
忙
だ
と

の
理
由
で
関
与
を
渋
っ
て
い
た
歯
科
衛
生

士
も
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
、

織
田
さ
ん
の
サ
モ
ア
語
の
拙
さ
を
見
か
ね

て
、積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
て
く
れ
る
よ
う

に
。
そ
う
し
て
、
織
田
さ
ん
の
帰
国
し
た
現

在
も
継
続
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
だ
っ
た
。

病
院
の
歯
科
部
門
で
技
術
指
導
に
携
わ
っ
た
織
田
さ
ん
。

当
初
、
多
忙
に
見
え
た
歯
科
助
手
の
業
務
を
積
極
的
に
肩
代
わ
り
し
た
と
こ
ろ
、

そ
れ
が
か
え
っ
て
彼
ら
の「
さ
ぼ
り
癖
」
を
誘
発
す
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

善
意
の「
手
伝
い
過
ぎ
」が

同
僚
の
勤
務
態
度
の
悪
化
を
誘
発

織田さん基礎情報

■ PROFILE
1979年生まれ、兵庫県出身。大阪歯科大学歯科衛生士
専門学校卒。兵庫県加古川健康福祉事務所で5年間、
歯科保健業務を担当した後、10年間にわたり兵庫県立総
合衛生学院歯科衛生学科で専任教員を務める。2016年7
月、協力隊員としてサモアに赴任（現職参加）。18年3月に
帰国し、翌月復職。

■ 活動概要
首都にある国立病院の歯科部に配属され、主に以下の活
動に従事。
●歯周病治療や歯石除去に関する同僚への技術提供
●小学校や幼稚園の巡回診療での歯磨き指導
●モデル小学校におけるむし歯の予防プログラムの実施

保健・医療分野
の活動ポイント

特集 1

「がんばり過ぎ」が時にあだに
配属先の通常業務をフォローすれば、配属
先の実態が見えたり、同僚との関係が深
まったりする。しかし「手伝いすぎ」は、往往
にして同僚たちの「怠け」を誘発するおそれ
がある。そのため、様子を見ながら、手伝い
の適切な加減を見極めることも重要だ。

織田さんの
事例のポイント

8ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 8 . 1 19 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 8 . 1 1

❶

❶ 織田さんが立ち上げたモデル小学校での継続的な歯科保健指導で歯磨き指導を行う同僚の歯科衛生士
❷ 配属先で外来患者の診療を行うデンタルセラピストと、その介助を行う歯科助手
❸ 配属先における診療器具の消毒。この業務を担う歯科助手たちに織田さんは改善の指導も行った
❹ 同僚のデンタルセラピストが企画・実施した小学校での歯科保健指導を手伝う織田さん（右端）

❹ ❷

❸ CASE 2
同僚のやる気

織
おり

田
た

千
ち

恵
え

さん
（サモア・歯科衛生士・2016年度1次隊）

の事例



保健・医療分野
の活動ポイント

特集 1

❶ ウアラニェ市内のレストランの従業員を対象に、障害予防を目的とした体操の指導を行う奥田さん
❷ 市役所に来ることができない患者の自宅を訪ね、家族に歩行介助の指導を行う奥田さん
❸ 「実質的なCP」となった Aさん（左）とともに、地域のマラソン大会で出場者にストレッチの指導をする奥田さん
❹ JICAチリ事務所における活動報告会には、Aさん（右端）を含む「実質的なCP」3人を招待。写真の女性2人は
いずれも市役所の職員。理学療法士ではなかったが、活動先を紹介するなど、奥田さんの活動をフォローしてくれた

❶❹ ❷

❸

市
役
所
に
配
属
さ
れ
、
高
齢
者
の
健
康
増
進
支
援
や
理
学
療
法
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
従
事
し
た
奥
田
さ
ん
。

配
属
部
署
に
理
学
療
法
の
専
門
性
を
持
つ
人
が
い
な
い
な
か
、

そ
れ
を
持
つ「
実
質
的
な
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
」
を
外
部
に
求
め
、
技
術
の
伝
達
を
図
っ
た
。

技
術
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
を

配
属
部
署
外
で
確
保

奥田さん基礎情報

■ PROFILE
1976年生まれ、富山県出身。川崎医療福祉大学卒、埼
玉県立大学大学院修士課程修了。理学療法士として回復
期病院と訪問看護ステーションに勤務した後、理学療法士
を養成する専門学校の教員に。2016年4月、協力隊員と
してチリに赴任（現職参加）。18年3月に帰国し、翌月復職。

■ 活動概要
ウアラニェ市役所（クリコ県）の社会開発部高齢者課に配属
され、主に以下の活動に従事
●住民に対する理学療法の実施
●高齢者集会での健康増進に向けた体操指導
●市役所職員や地域企業の従業員に対する障害予防に向
けた体操指導
●小学校の障害児学級の生徒に対する理学療法の実施

❶
公
立
小
学
校
1
校
と
公
立
高
校
1
校
に

そ
れ
ぞ
れ
1
人
ず
つ
配
置
さ
れ
て
い
た
ウ

ア
ラ
ニ
ェ
市
健
康
部
所
属
の
理
学
療
法
士

に
よ
る
施
術
（
在
校
生
が
対
象
）

❷
1
カ
所
の
小
規
模
診
療
所
に
配
置
さ
れ

て
い
た
同
市
健
康
部
所
属
の
理
学
療
法
士

（
1
人
）
に
よ
る
施
術

❸
市
内
唯
一
の
公
立
病
院
に
配
置
さ
れ
て

い
た
理
学
療
法
士
（
2
、3
人
）
に
よ
る
施

術❹
民
間
の
理
学
療
法
士
に
よ
る
施
術
（
個

人
で
請
け
負
っ
て
お
り
、人
数
は
不
明
）

　

奥
田
さ
ん
が
❶
〜
❹
の
い
ず
れ
の
タ
イ

プ
の
理
学
療
法
士
と
も
面
識
が
あ
っ
た
が
、

白
羽
の
矢
を
立
て
た
の
は
、
❶
の
う
ち
、
小

学
校
に
配
置
さ
れ
て
い
た
男
性
の
理
学
療

法
士
（
以
下
、
A
さ
ん
）
で
あ
る
。
彼
の
配

属
校
で
の
立
場
は
「
保
健
室
の
先
生
」。
す

べ
て
の
在
校
生
の
医
療
面
の
ケ
ア
を
担
当

し
て
い
た
。
そ
の
業
務
の
一
環
と
し
て
行

っ
て
い
た
の
が
、特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す

る
身
体
障
害
児
へ
の
理
学
療
法
だ
っ
た
。

　

奥
田
さ
ん
が
A
さ
ん
と
知
り
合
っ
た
の

は
、
着
任
後
ま
も
な
い
時
期
。
社
会
開
発
部

長
の
紹
介
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
毎
週
1
回
、

奥
田
さ
ん
が
A
さ
ん
の
学
校
を
訪
れ
、在
校

す
る
障
害
児
を
対
象
と
し
た
理
学
療
法
を

手
伝
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

そ
う
し
た
継
続
的
な
か
か
わ
り
が
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、奥
田
さ
ん
は
「
配
属

部
署
外
の
人
」
で
あ
る
こ
と
に
こ
だ
わ
る

あ
ま
り
、
A
さ
ん
を
「
実
質
的
な
C
P
」
に

し
よ
う
と
い
う
発
想
が
持
て
ず
に
い
た
。

し
か
し
、前
述
の
先
輩
隊
員
の
言
葉
を
き
っ

か
け
に
、
あ
ら
た
め
て
「
実
質
的
な
C
P
」

と
捉
え
直
し
、技
術
を
伝
え
る
こ
と
に
も
力

を
入
れ
る
こ
と
に
し
た
の
だ
っ
た
。

在
外
研
修
が
足
が
か
り
に

　

チ
リ
の
理
学
療
法
士
は
大
学
で
6
年
間

学
ん
で
い
る
た
め
、「
知
識
」
は
豊
富
で
、

か
つ
プ
ラ
イ
ド
も
高
い
。
し
か
し
「
技
術
」

に
は
課
題
が
見
ら
れ
た
。
実
際
の
施
術
は

機
器
を
使
っ
た
電
気
刺
激
療
法
を
メ
イ
ン

と
し
て
い
る
た
め
、直
接
患
者
の
体
に
触
れ

て
機
能
回
復
を
図
る
徒
手
的
な
治
療
法
に

つ
い
て
は
、
熟
練
し
に
く
い
状
況
に
あ
っ

た
。
こ
の
点
は
A
さ
ん
も
同
様
だ
っ
た
。
奥

田
さ
ん
が
脚
を
怪
我
し
た
際
、徒
手
的
な
治

療
を
施
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、患
者
に
痛

み
を
感
じ
さ
せ
て
し
ま
う
よ
う
な
技
術
レ

ベ
ル
だ
っ
た
の
だ
。

　

し
か
し
、
A
さ
ん
へ
の
技
術
指
導
は
当

初
、
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
A
さ
ん
は
奥
田

さ
ん
と
同
年
代
で
、理
学
療
法
士
と
し
て
の

キ
ャ
リ
ア
は
10
年
強
。
そ
の
た
め
、
プ
ラ
イ

ド
も
ひ
と
き
わ
高
く
、そ
れ
を
傷
つ
け
な
い

よ
う
配
慮
し
た
伝
え
方
を
し
て
も
、奥
田
さ

ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
聞
き
流
さ
れ
て
し
ま

う
の
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、週
に
1
度
の
定
期
的
な
協
働
を

重
ね
た
こ
と
で
、や
が
て
A
さ
ん
の
頑
な
な

態
度
も
軟
化
。
そ
う
し
た
流
れ
を
後
押
し

す
る
決
定
的
な
ス
テ
ッ
プ
と
な
っ
た
の
は
、

エ
ク
ア
ド
ル
で
開
か
れ
た
リ
ハ
ビ
リ
分
野

の
在
外
研
修
に
、「
C
P
」
と
し
て
A
さ
ん

に
同
行
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
だ
。

　

研
修
で
は
、「
普
段
の
臨
床
の
中
で
抱
え

て
い
る
問
題
を
整
理
す
る
」
と
い
う
事
前

ス
ト
に
も
と
づ
い
て
、
奥
田
さ
ん
が
着
任

早
々
に
着
手
し
た
活
動
は
次
の
2
つ
だ
。

い
ず
れ
も
C
P
な
し
に
実
施
が
可
能
な
も

の
で
あ
る
。

■
住
民
へ
の
理
学
療
法

　

当
初
は
、与
え
ら
れ
た
専
用
の
施
術
室
を

使
い
、来
室
す
る
患
者
を
対
象
に
実
施
し
て

い
っ
た
。
料
金
は
無
料
で
、
週
に
3
人
ほ
ど

と
い
う
ペ
ー
ス
。
や
が
て
、
市
内
に
は
寝
た

き
り
で
来
室
で
き
な
い
患
者
も
多
い
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
た
の
で
、患
者
宅
で
の
理
学

療
法
や
家
族
へ
の
介
助
の
指
導
な
ど
も
、週

に
10
回
程
度
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

■
高
齢
者
へ
の
体
操
指
導

　

地
域
で
行
わ
れ
る
高
齢
者
の
集
会
に
赴

き
、健
康
増
進
を
目
的
と
し
た
体
操
の
指
導

を
行
っ
た
。

「
実
質
的
な
C
P
」
を
確
保

　

自
身
の
治
療
に
よ
っ
て
回
復
し
て
い
く

　

奥
田
さ
ん
の
配
属
先
は
、ク
リ
コ
県
ウ
ア

ラ
ニ
ェ
市
の
市
役
所
。
高
齢
者
福
祉
に
関

す
る
事
業
を
所
管
す
る
社
会
開
発
部
高
齢

者
課
が
所
属
部
署
だ
。
社
会
の
高
齢
化
が

進
み
つ
つ
あ
る
な
か
、高
齢
者
を
中
心
と
す

る
住
民
の
健
康
増
進
や
障
害
予
防
を
理
学

療
法
士
の
立
場
で
支
援
す
る
と
い
う
の
が
、

求
め
ら
れ
て
い
た
役
目
だ
っ
た
。

　

着
任
当
初
か
ら
悩
み
の
種
だ
っ
た
の
は
、

配
属
部
署
に
理
学
療
法
の
専
門
性
を
持
つ

職
員
が
い
な
い
こ
と
だ
。
同
国
に
は
「
理

学
療
法
士
」
の
国
家
資
格
自
体
は
存
在
し
、

奥
田
さ
ん
の
着
任
当
時
、市
役
所
も
2
人
を

雇
用
し
て
い
た
。
し
か
し
、
所
属
は
い
ず
れ

も
「
健
康
部
」
と
い
う
よ
そ
の
部
署
。
カ
ウ

ン
タ
ー
パ
ー
ト
（
C
P
）
と
し
て
紹
介
さ

れ
た
社
会
開
発
部
高
齢
者
課
の
職
員
は
社

会
福
祉
士
で
、医
療
分
野
の
職
種
で
す
ら
な

く
、理
学
療
法
の
技
術
を
伝
え
る
相
手
と
す

る
の
は
不
可
能
だ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
な
か
、配
属
先
か
ら
の
リ
ク
エ

患
者
を
見
れ
ば
、や
り
が
い
を
感
じ
る
こ
と

は
で
き
た
。
し
か
し
、「
現
地
の
人
に
理
学

療
法
の
技
術
を
伝
え
る
活
動
に
も
取
り
組

み
た
い
」
と
い
う
思
い
は
強
か
っ
た
。
奥
田

さ
ん
は
着
任
し
て
半
年
ほ
ど
経
っ
た
時
期
、

そ
ん
な
悩
み
に
つ
い
て
チ
リ
の
先
輩
隊
員

に
相
談
し
て
み
た
。
す
る
と
、
こ
ん
な
答
え

が
返
っ
て
き
た
。「
自
分
も
最
初
は
同
じ
状

態
だ
っ
た
。
し
か
し
、
活
動
ご
と
に
配
属
先

外
で
協
働
し
て
も
ら
え
る
人
を
見
つ
け
、そ

の
人
た
ち
を
『
実
質
的
な
C
P
』
だ
と
捉

え
て
活
動
を
進
め
る
よ
う
に
し
て
み
た
こ

と
で
、技
術
の
伝
達
な
ど
も
実
現
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
」。
こ
の
言
葉
に
背
中
を
押
さ

れ
、奥
田
さ
ん
は
配
属
部
署
外
に
「
実
質
的

な
C
P
」
と
言
え
る
人
を
つ
く
ろ
う
と
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

当
時
、ウ
ア
ラ
ニ
ェ
市
内
で
理
学
療
法
が

受
け
ら
れ
る
機
会
に
は
、奥
田
さ
ん
が
担
う

社
会
開
発
部
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
に
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。

課
題
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
課
題
を

果
た
す
と
い
う
名
目
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

角
が
立
た
な
い
形
で
A
さ
ん
と
あ
ら
た
め

て
理
学
療
法
に
関
し
て
意
見
交
換
す
る
こ

と
が
実
現
。
さ
ら
に
研
修
後
に
は
、
研
修
で

講
師
が
話
し
た
こ
と
を
「
後
ろ
盾
」
に
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、A
さ
ん
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
が
し
や
す
く
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
研
修
の
後
、学
ん
だ
こ
と
を
ウ
ア
ラ

ニ
ェ
市
の
医
療
従
事
者
に
伝
え
る
「
還
元

研
修
」
を
、
奥
田
さ
ん
は
A
さ
ん
と
共
に
実

施
す
る
機
会
も
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
A

さ
ん
は
奥
田
さ
ん
の
「
実
質
的
な
C
P
」

と
し
て
そ
の
役
目
を
引
き
継
ぎ
、同
市
の
理

学
療
法
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
先
導
す
る
人

材
へ
と
な
っ
て
い
く
可
能
性
も
出
て
き
た

の
だ
っ
た
。

「実質的なCP」を見つける
リハビリ分野のJICAボランティアの場合、
派遣国には専門性を持った人材がまだ少な
く、配属部署の同僚はいずれも専門性が異
なる人ばかりということもある。そうしたケース
では、技術を伝えることができる人材を配属
部署外で確保することで、活動が広がる可
能性も出てくる。

奥田さんの
事例のポイント
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CASE 3
CPの不在

奥
おく

田
だ

 裕
ゆたか

さん
（チリ・理学療法士・2016年度1次隊）

の事例



新生児発育指標の

早見表を作成する

際の留意点は？

産科病院で活動した

理学療法士隊員より

Question　　2

【回答者】 

神
かみ

谷
や

 茂
しげる

さん

●青年海外協力隊技術顧問

（︎担当分野：医療）

●杏林大学保健学部長

【回答した技術顧問】 

森
もり

 淑
よし

江
え

さん

●青年海外協力隊技術顧問

（︎担当分野：看護）

●群馬大学教授
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新
生
児
の
発
育
指
標
の
早
見
表
の
作
成
に

あ
た
っ
て
留
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
点
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

❶
標
準
の
発
育
指
標
で
作
成
す
る
だ
け
で
す

と
、早
産
児
や
低
出
生
体
重
児
の
両
親
が
、た

と
え
ば
「
出
生
後
3
〜
４
カ
月
経
つ
の
に
首

が
座
ら
な
い
」
な
ど
と
驚
い
て
し
ま
い
ま
す

し
、「
あ
れ
も
こ
れ
も
ほ
か
の
児
よ
り
遅
れ

て
い
る
」
と
考
え
、
悩
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
が
と
き
に
虐
待
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ

ん
の
で
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。
早
産

児
や
低
出
生
体
重
児
は
、
正
常
に
出
生
し
た

児
に
比
べ
て
発
育
に
は
る
か
に
時
間
が
か
か

り
ま
す
の
で
、そ
の
説
明
を
ま
ず
行
い
、単
純

に
比
較
し
な
い
よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

❷
標
準
の
発
育
指
標
を
ど
の
よ
う
に
補
正
し

て
考
え
る
か
で
す
が
、一
口
に
早
産
児
・
低

出
生
体
重
児
と
言
い
ま
し
て
も
、
出
生
時
の

週
数
や
そ
の
他
の
要
因
に
よ
り
発
達
の
予
後

　

モ
リ
ン
ガ
は
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
の

熱
帯
地
域
・
亜
熱
帯
地
域
に
群
生
す
る
植
物

で
、
カ
リ
ウ
ム
や
カ
ル
シ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン

（
A
、B1
、B2
、B
3
、E
）、ア
ミ
ノ
酸
が
豊
富

に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
医
学
的
に
も
抗
炎
症
作
用
や
抗

菌
作
用
、抗
糖
尿
病
作
用
、抗
ガ
ン
作
用
な
ど

を
持
つ
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
モ
リ
ン
ガ
を
用
い
た
栄
養
改
善
活
動

を
展
開
し
よ
う
と
す
る
企
画
は
適
切
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
そ
う
し
た
活
動
の
一
例
と
し

て
、
ア
フ
リ
カ
の
農
村
に
派
遣
さ
れ
た
エ
イ

ズ
対
策
隊
員
が
、
任
地
が
同
じ
栄
養
士
隊
員

と
協
力
し
て
行
っ
た
、
住
民
の
H
I
V
感
染

予
防
を
目
的
と
し
た
栄
養
改
善
活
動
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

2
人
が
行
っ
た
の
は
、
5
日
間
に
わ
た
る

モ
リ
ン
ガ
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
し

た
。同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、「
肥
料
の
つ

く
り
方
」「
殺
虫
剤
の
つ
く
り
方
」な
ど
栽
培

方
法
に
関
す
る
話
、栄
養
に
関
す
る
話
、調
理

方
法
に
関
す
る
話
や
実
際
の
調
理
・
試
食
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
菜
園
や
家
庭
菜
園
の
活
性
化

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

住
民
に
は
大
変
評
判
が
良
く
、
加
え
て

や
ス
ピ
ー
ド
は
変
わ
っ
て
く
る
の
で
、一
般

的
に
は
、
修
正
週
数
で
標
準
の
発
育
指
標
を

目
安
と
し
な
が
ら
、個
別
の
評
価
を
し
ま
す
。

例
え
ば
、
出
生
か
ら
数
え
れ
ば
月
齢
7
カ
月

だ
が
、
修
正
月
齢
は
4
〜
5
カ
月
と
い
う
早

産
児
で
あ
れ
ば
、
正
期
産
児
の
4
〜
5
カ
月

相
当
の
発
育
を
し
て
い
る
か
を
見
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

日
本
で
は
、
ハ
イ
リ
ス
ク
児
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
研
究
会
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
健
診
プ
ロ

ト
コ
ー
ル
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
極
低
出
生

体
重
児（
出
生
体
重
1
5
0
0
グ
ラ
ム
未
満
）

に
つ
い
て
は
、
1
歳
6
カ
月
児
健
診
ま
で
は

修
正
月
齢
で
見
て
、
3
歳
児
健
診
か
ら
は
暦

年
齢
で
見
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
細

は
同
研
究
会
の
以
下
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

http://highrisk-follow
up.jp/

schedule/

JICAボランティアへの技術支援を目的に、分野ごとに配置されているボ

ランティア技術顧問。派遣中ボランティアから寄せられた活動に関する

相談と、それに対する技術顧問による回答の例をご紹介します。

「モリンガ」を活用

した栄養改善活動

の優良事例は？

病院配属の看護師隊員より

Question　　1
Answer

2

保健・医療分野
の活動ポイント

特集 1

Answer

1

　

栄
養
失
調
症
の
乳
幼
児
や
そ
の
母
親
、そ
の
他

の
住
民
の
栄
養
改
善
を
目
的
に
、以
下
の
よ
う
な

モ
リ
ン
ガ
の
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
配
属
先
病
院
の
敷
地
で
モ
リ
ン
ガ
を
栽
培
し
、

採
れ
た
モ
リ
ン
ガ
を
病
院
食
に
混
ぜ
込
ん
だ
り
、

入
院
中
の
乳
幼
児
の
母
親
で
栄
養
失
調
症
の
方

に
食
べ
て
い
た
だ
い
た
り
す
る
。

■
地
方
の
村
や
ヘ
ル
ス
ポ
ス
ト
な
ど
で
モ
リ
ン

ガ
の
植
樹
を
行
う
。

　

そ
こ
で
、こ
れ
ま
で
隊
員
が
ど
の
よ
う
な
方
法

で
モ
リ
ン
ガ
の
普
及
活
動
を
行
っ
て
き
た
の
か
、

そ
れ
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
た
の
か
を
教
え
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。

　

活
動
先
の
産
科
病
院
で
は
早
産
児
や
低
出
生

体
重
児
が
多
い
で
す
。
し
か
し
、退
院
後
の
発
育

は
地
域
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
担
当
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
た
め
、
配
属
先
の
医
療
従
事
者
は
、
新

生
児
が
退
院
後
に
ど
の
よ
う
な
発
育
を
た
ど
る

の
か
を
、お
母
さ
ん
に
詳
し
く
伝
え
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
私
は
、出
生
後
1
カ
月
か
ら
1
歳
ま
で
の
発

育
の
指
標
（
3
〜
4
カ
月
＝
首
が
す
わ
る
、5
〜

6
カ
月
＝
寝
返
り
を
す
る
、
な
ど
）
を
ま
と
め
た

早
見
表
を
作
成
し
、配
属
先
の
新
生
児
集
中
治
療

室
に
掲
示
す
る
こ
と
で
、入
院
中
か
ら
お
母
さ
ん

た
ち
に
退
院
後
の
発
育
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
早
見
表

の
作
成
に
あ
た
り
、技
術
的
に
留
意
す
べ
き
事
項

に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

ボランティア技術顧問が回答

活動Q＆A集「ボランティア技術顧問」制度
JICA青年海外協力隊事務局では、ボランティアに対する技術支援を行
う「ボランティア技術顧問」を、ボランティアの職種の分野ごとに配置
しています。

ボランティア技術顧問による技術支援の制度
ボランティア技術顧問は、派遣中のボランティアが活動上の技術的な
支援を希望する場合、必要に応じて助言を行っています。

H
I
V
感
染
の
予
防
啓
発
も
十
分
行
う
こ
と

が
で
き
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
職
種
が
異
な

る
隊
員
た
ち
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
実
効

的
で
あ
っ
た
例
で
も
あ
り
ま
す
。

！ 

モ
リ
ン
ガ
は
、子
宮
収
縮
や
流
産
の
可
能

性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、妊
婦
の
摂
取
は
危

険
な
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。



学
。す
る
と
そ
こ
に
は
、他
校
の
校
長
た
ち

も
よ
く
見
学
に
訪
れ
て
い
た
。
里
見
さ
ん

は
彼
ら
に
話
し
か
け
、環
境
教
育
を
行
っ
て

い
る
こ
と
を
宣
伝
。そ
う
し
て
、新
た
な
訪

問
先
を
獲
得
し
て
い
っ
た
の
だ
っ
た
。

 

「
人
が
集
ま
る
場
所
は
、一
気
に
人
脈
を
広

げ
る
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
す
」

　
一
方
、里
見
さ
ん
は
日
頃
か
ら
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
人
た
ち
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
も
大
切
に
し
た
。

 

「
市
内
に
は
6
0
0
も
の
小
・
中
学
校
が

あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、街
に
出
れ
ば
至
る

所
で
教
員
の
方
た
ち
と
出
会
う
可
能
性
が

あ
る
ん
で
す
ね
。で
す
の
で
、地
域
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
も
足
を
運
び
、服
装
な
ど
か
ら

『
教
員
ら
し
い
』
と
見
え
る
人
が
い
る
と
、

声
を
か
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
、
空
振
り
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
う
や
っ
て
話
し
か
け
た
人
が
実
際
に
校

長
先
生
で
あ
り
、そ
の
後
の
活
動
に
つ
な
が

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」

【
営
業
術
❷
】

「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」の
活
用

　

里
見
さ
ん
が
「
営
業
活
動
」
に
よ
っ
て

獲
得
し
た
活
動
校
で
の
環
境
教
育
授
業
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
間
も
な
く
、あ
る
問
題
が

表
面
化
し
た
。
授
業
で
は
「
ゴ
ミ
」へ
の
意

識
を
高
め
る
こ
と
を
狙
い
、日
本
の
学
校
で

行
わ
れ
て
い
る
「
ゴ
ミ
の
分
別
」
な
ど
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
た
が
、授
業
を
行
っ
た

学
校
を
後
日
訪
問
す
る
と
、相
変
わ
ら
ず
校

内
に
ゴ
ミ
が
ポ
イ
捨
て
さ
れ
て
い
る
ケ
ー

ス
が
あ
っ
た
の
だ
。
環
境
教
育
授
業
が
子

ど
も
た
ち
の
行
動
変
容
に
結
び
つ
く
た
め

に
は
、
教
員
た
ち
の
理
解
と
協
力
が
必
要
。

し
か
し
当
該
校
の
教
員
た
ち
に
は
、里
見
さ

ん
の
授
業
を
受
け
て
自
ら
子
ど
も
た
ち
へ

の
働
き
か
け
を
行
お
う
と
い
う
意
思
が
な

か
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
事
態
を
打
開
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト

を
見
つ
け
た
の
は
、あ
る
学
校
で
初
め
て
授

業
を
行
う
た
め
、事
前
の
打
ち
合
わ
せ
で
同

校
を
訪
れ
た
際
の
こ
と
だ
。
計
画
し
て
い

る
授
業
の
概
要
を
説
明
し
た
と
こ
ろ
、「
口

頭
の
説
明
だ
け
で
は
わ
か
り
づ
ら
い
。『
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
』
を
し
て
く
れ
な
い

か
」と
の
要
望
を
受
け
た
の
だ
っ
た
。

 

「
必
ず
し
も
J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

こ
と
を
知
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
相
手

に
対
し
て
、こ
ち
ら
が
ど
ん
な
こ
と
を
や
り

た
い
と
考
え
て
い
る
の
か
、言
葉
だ
け
で
は

正
確
な
イ
メ
ー
ジ
が
伝
わ
ら
な
い
ん
で
す

ね
。私
自
身
も
腑
に
落
ち
た
要
望
で
し
た
」

　

そ
う
し
て
里
見
さ
ん
は
、以
後
、初
め
て

授
業
を
行
う
学
校
で
の
事
前
の
打
ち
合
わ

得
策
で
な
い
と
判
明
し
た
。
そ
こ
で
里
見

さ
ん
は
、A
D
I
W
I
Y
A
T
A
に
関
す
る

支
援
に
注
力
す
る
こ
と
に
軌
道
修
正
。
着

任
し
て
3
カ
月
が
過
ぎ
た
こ
ろ
だ
っ
た
。

【
営
業
術
❶
】

日
頃
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

人
脈
を
手
繰
り
寄
せ
る

　

学
校
で
み
ず
か
ら
環
境
教
育
授
業
を
行

い
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
教
員
た
ち
で

A
D
I
W
I
Y
A
T
A
の
受
賞
に
向
け
た

活
動
を
進
め
て
い
っ
て
も
ら
う

—
—

。そ
ん

な
青
写
真
を
描
い
た
里
見
さ
ん
だ
っ
た
が
、

環
境
教
育
授
業
を
行
う
学
校
に
つ
い
て
は
、

配
属
先
か
ら
の
推
薦
な
ど
は
な
く
、自
力
で

確
保
し
て
い
く
ほ
か
な
い
と
い
う
状
況
だ

っ
た
。そ
の
開
拓
の
足
が
か
り
と
な
っ
た
の

は
、先
輩
隊
員
に
紹
介
さ
れ
た
市
内
の
あ
る

学
校
の
校
長
だ
っ
た
。
同
校
を
訪
ね
、「
環

境
教
育
授
業
を
実
施
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と

お
願
い
す
る
と
、校
長
は
快
諾
。そ
う
し
て

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
の
州

都
・
マ
カ
ッ
サ
ル
市
の
環
境
管
理
事
務
所

に
配
属
さ
れ
た
里
見
さ
ん
。
求
め
ら
れ
て

い
た
活
動
は
、同
国
環
境
省
が
行
う
次
の
2

つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
支
援
だ
っ
た
。

［
A
D
I
P
U
R
A
］
自
治
体
を
対
象
に
、

環
境
に
配
慮
し
た
地
域
づ
く
り
の
取
り
組

み
を
表
彰
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

［
A
D
I
W
I
Y
A
T
A
］学
校
を
対
象
に
、

環
境
教
育
の
取
り
組
み
を
表
彰
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム

　

里
見
さ
ん
が
最
初
に
取
り
掛
か
ろ
う
と

考
え
た
の
は
、市
の
A
D
I
P
U
R
A
受
賞

に
向
け
、市
内
に
あ
る
「
ゴ
ミ
銀
行
」の
利

用
を
促
進
す
る
こ
と
だ
。ゴ
ミ
銀
行
は
、市

な
ど
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
運
営
さ
れ
て

い
る
民
間
組
織
。
住
民
が
ゴ
ミ
を
持
ち
込

む
と
、
買
い
取
る
金
額
を
彼
ら
の
「
通
帳
」

に
記
載
し
、
後
日
、「
引
き
出
し
」
に
応
じ

る
と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
。し
か
し
、実
態

を
探
っ
て
み
る
と
、厚
く
か
か
わ
る
N
G
O

が
存
在
し
て
お
り
、市
の
立
場
で
の
介
入
は

最
初
の
活
動
先
が
得
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、

校
長
の
縁
で
さ
ら
に
数
珠
つ
な
ぎ
に
活
動

先
が
見
つ
か
っ
て
い
っ
た
。教
育
活
動
に
意

欲
的
な
校
長
は
、
学
校
行
事
を
頻
繁
に
開

催
し
て
い
た
が
、里
見
さ
ん
は
活
動
の
ヒ
ン

ト
を
探
す
た
め
、
し
ば
し
ば
そ
れ
ら
を
見

せ
で
は
、教
員
た
ち
に
向
け
、パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
の
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
な
が
ら
以
下
の

よ
う
な
構
成
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

❶
自
己
紹
介

❷
J
I
C
A
と
J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
つ
い
て
の
概
要
説
明

❸
環
境
教
育
授
業
に
関
す
る
そ
れ
ま
で
の

実
績
（
実
施
校
、回
数
な
ど
）

❹
提
供
可
能
な
環
境
教
育
授
業
の
紹
介

 

「
J
I
C
A
の
事
業
や
そ
れ
ま
で
の
環
境

教
育
授
業
の
実
績
を
述
べ
る
と
、ぐ
っ
と
信

頼
を
寄
せ
て
も
ら
え
ま
し
た
。ま
た
、提
供

可
能
な
授
業
の
具
体
的
な
『
カ
タ
ロ
グ
』

を
示
す
こ
と
で
、教
員
た
ち
の
興
味
を
引
く

こ
と
も
で
き
ま
し
た
」

　

加
え
て
里
見
さ
ん
は
、初
め
て
授
業
を
行

う
学
校
で
の
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
で
、対
象

校
の
現
状
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
の

ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
。
そ
の
結
果
を
も
と

に
対
象
校
と
話
し
合
い
、複
数
回
に
わ
た
る

授
業
の
流
れ
を
作
成
し
た
。そ
う
し
て
「
ニ

ー
ズ
」
と
「
シ
ー
ズ
（
活
動
の
種
）」
の
す

り
合
わ
せ
を
し
た
こ
と
で
、里
見
さ
ん
の
環

境
教
育
授
業
が
現
場
の
状
況
に
合
っ
た
も

の
に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、授
業
に
参
加
す

る
教
員
が
増
加
。
な
か
に
は
熱
心
に
メ
モ

を
取
る
教
員
も
現
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

里
見
さ
ん
は
最
終
的
に
、全
28
校
、合
わ

せ
て
96
回
の
授
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
叶

っ
た
。
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、里
見
さ
ん
が

任
期
を
終
え
る
と
き
、活
動
先
の
校
長
か
ら

「
後
任
の
隊
員
も
学
校
で
環
境
教
育
を
し
て

く
れ
る
の
か
？
」
と
い
う
質
問
を
受
け
た

こ
と
。次
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
と
バ
ト
ン
を

つ
な
げ
ら
れ
た
こ
と
に
ひ
と
安
心
し
、里
見

さ
ん
は
帰
国
の
途
に
就
い
た
の
だ
っ
た
。

特 集 2

「
プ
レ
ゼ
ン
」に
よ
る
具
体
的
な
自
己
発
信
で

活
動
対
象
校
の
教
員
の
理
解
・
協
力
を
獲
得

学
校
で
環
境
教
育
授
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
里
見
さ
ん
。

活
動
先
の
学
校
の
教
員
か
ら
自
身
の
活
動
へ
の
理
解
と
協
力
を
得
る
た
め
の
手
段
と
な
っ
た
の
は
、

提
供
可
能
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を「
見
え
る
化
」
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
。

CASE_1

14ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 8 . 1 115 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 8 . 1 1

  ［ 「
言
葉
」に
よ
る
営
業
❶ 

・
プ
レ
ゼ
ン
型 

］

里さ
と

見み 

岳が
く

さ
ん（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
環
境
教
育
・
2
0
1
6
年
度
4
次
隊
）の
事
例

J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
最
初
の
関
門

は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自
身
の
性
格
や
ス
キ
ル
、

赴
任
の
目
的
な
ど
を
現
地
の
人
た
ち
に
伝

え
、自
分
に
対
す
る
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
は
、彼
ら
の
理

解
と
協
力
が
不
可
欠
だ
か
ら
だ
。「
営
業
活

動
」と
も
呼
ぶ
べ
き
そ
う
し
た
最
初
の
一
歩

に
は
、ど
の
よ
う
な
や
り
方
が
あ
る
だ
ろ
う

か
。本
特
集
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
タ
イ

プ
の
「
営
業
術
」で
活
動
の
広
が
り
を
実
現

さ
せ
た
事
例
を
紹
介
す
る
。

JICAボランティア
の

営業術

PROFILE
1985年生まれ、群馬県出身。理
系大学院の修士課程を修了後、
印刷会社に就職。経営管理部で
主に事業計画の策定や業績管理
に携わった後、2017年4月、協力
隊員としてインドネシアに赴任（民
間連携ボランティア制度）。18年
4月に帰国し、復職。

里見さん基礎情報

活動概要
マカッサル市（南スラウェシ州）の
環境管理事務所に配属され、主
に以下の活動に従事。
●住民説明会での環境啓発
●学校での環境教育授業の実施
●小学校教員向けの環境教育に
関するワークショップの実施（他ボ
ランティアとの協働）

　 後輩ボランティアの方々へ

基本的なことですが、とにかく「現場」に足を運び、いろいろ
な人と出会い、積極的に話しかけてみることが、JICAボラン
ティアの活動にとっては大切な第一歩だと思います。私の場
合、海岸でゴミ拾いイベントを実施したいと考えた際、事前
に海岸の様子を見に行ったところ、ゴミ拾いをしている学校
関係者に出会うことができ、それが縁で学校巡回につながっ
たということがありました。まずは関係者の根拠地に足を踏
み入れてみると、思わぬ縁が生まれるかもしれません。

❶小学校で環境教育授業を行う里見さん
❷❸学校で環境教育授業をスタートする際に、対象校の教員に向けて自身の意図を知ってもらう
ために行ったプレゼンのスライド例。❷は自己紹介のページ、❸は実施可能な環境教育授業の
中身を説明するページ

❷

❸

❶



を
共
に
す
る
同
僚
教
員
」
と
認
識
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。ゆ
え
に
、彼
ら
は
西
島
さ
ん

を
歓
迎
し
て
く
れ
た
も
の
の
、そ
の
対
応
は

「
一
時
的
に
滞
在
す
る
だ
け
の
ゲ
ス
ト
」
に

向
け
た
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
だ
っ

た
。

　

以
上
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
西
島
さ

ん
が
取
っ
た
行
動
は
、授
業
の
空
き
時
間
に

校
内
を
回
り
、生
徒
や
教
員
に
み
ず
か
ら
積

極
的
に
声
を
か
け
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
こ
と
だ
っ
た
。

 

「
ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
、

と
に
か
く
し
つ
こ
い
く
ら
い
に
挨
拶
し
ま

し
た
。
生
徒
や
教
員
の
人
数
が
と
て
も
多

い
学
校
だ
っ
た
の
で
、自
分
の
顔
を
売
り
込

む
た
め
に
も
、マ
メ
に
動
き
回
り
、彼
ら
と

の
接
点
を
多
く
持
つ
こ
と
に
注
力
し
ま
し

た
」

　

日
頃
の
こ
う
し
た
「
営
業
活
動
」
の
結

果
、
や
が
て
生
徒
た
ち
も
警
戒
心
を
解
き
、

　

そ
の
後
も
し
ば
ら
く
、半
数
以
上
の
ク
ラ

ス
で
生
徒
が
授
業
に
現
れ
ず
、残
り
の
ク
ラ

ス
も
出
席
人
数
は
3
、4
人
と
い
う
状
態
が

続
い
た
。

 

「
初
回
の
授
業
で
待
て
ど
暮
ら
せ
ど
生
徒

が
来
な
い
の
に
は
、
本
当
に
驚
き
ま
し
た

（
笑
）。
当
初
は
生
徒
が
出
席
し
な
い
理
由

も
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、ひ
と
り
で
も
生

徒
が
い
れ
ば
、と
に
か
く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

沿
っ
た
授
業
を
続
け
て
い
き
ま
し
た
」　

　

な
ぜ
生
徒
の
出
席
率
が
低
い
の
か
。
西

島
さ
ん
は
閑
散
と
し
た
教
室
で
の
授
業
を

続
け
な
が
ら
こ
れ
を
探
り
、原
因
を
次
の
よ

う
に
整
理
し
た
。

●
西
島
さ
ん
が
「
I
C
T
の
教
員
」
で
あ

る
こ
と
が
、生
徒
た
ち
に
認
識
さ
れ
て
い
な

い
。

●
生
徒
た
ち
は
外
国
人
と
触
れ
合
う
経
験

が
少
な
い
た
め
、西
島
さ
ん
と
の
間
に
距
離

が
あ
る
。

●
生
徒
た
ち
が
興
味
・
関
心
を
持
て
な
い

よ
う
な
授
業
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

P
C
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
隊
員
と
し
て

西
島
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、3
年
制
の

教
員
養
成
校
。
ガ
ー
ナ
第
4
の
都
市
に
あ

り
、
生
徒
数
は
1
3
0
0
人
に
の
ぼ
っ
た
。

ひ
と
ク
ラ
ス
は
30
人
程
度
で
、い
ず
れ
の
学

年
も
10
以
上
の
ク
ラ
ス
が
あ
っ
た
。I
C
T

の
授
業
が
必
修
と
さ
れ
て
い
た
の
は
1
、2

年
次
。
2
人
の
教
員
に
非
常
勤
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
生
を
加
え
た
3
人
が
担
当
し

て
い
た
。
教
員
数
は
明
ら
か
に
不
足
し
て

お
り
、西
島
さ
ん
は
着
任
早
々
か
ら
、13
ク

ラ
ス
あ
る
1
年
生
の
す
べ
て
の
I
C
T
授

業
を
、一
教
員
と
し
て
担
当
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

　

着
任
後
、数
週
間
で
迎
え
た
初
授
業
。西

島
さ
ん
が
ス
タ
ン
バ
イ
し
て
い
た
P
C
教

室
に
は
、開
始
時
刻
を
過
ぎ
て
も
生
徒
た
ち

が
一
向
に
現
れ
な
い
。
同
僚
に
相
談
す
る

も
、「
す
ぐ
に
来
る
か
ら
」
と
呑
気
な
答
え

が
返
っ
て
く
る
の
み
。
結
局
、西
島
さ
ん
の

初
め
て
の
授
業
は
最
後
ま
で
生
徒
が
現
れ

ず
、肩
透
か
し
を
食
ら
う
形
と
な
っ
た
。

●
1
年
生
で
は
I
C
T
授
業
が
成
績
評
価

の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。

●
時
間
割
に
不
備
が
あ
り
、I
C
T
授
業
が

ほ
か
の
授
業
と
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
て
い
る

ク
ラ
ス
が
あ
る
。

【
営
業
術
❶
】

校
内
を
歩
き
回
っ
て
顔
を
売
る

　

生
徒
た
ち
と
の
間
の
「
距
離
」
が
気
に

な
り
始
め
た
の
は
、
着
任
後
す
ぐ
の
こ
と

だ
。
教
員
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
生
徒
た

ち
に
周
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、彼
ら

に
と
っ
て
西
島
さ
ん
は
、突
如
現
れ
た
単
な

る
「
見
知
ら
ぬ
外
国
人
」。戸
惑
い
か
ら
か
、

生
徒
た
ち
に
話
し
か
け
て
も
、一
歩
引
い
た

反
応
を
取
ら
れ
て
い
た
。

 

「
距
離
」を
感
じ
た
点
で
は
、I
C
T
科
以

外
の
教
員
た
ち
も
同
様
だ
っ
た
。
任
地
で

は
援
助
機
関
の
外
国
人
ス
タ
ッ
フ
が
視
察

に
訪
れ
る
の
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
、西

島
さ
ん
も
当
初
は
教
員
た
ち
に
「
2
年
間

名
前
を
呼
ん
で
西
島
さ
ん
に
挨
拶
し
て
く

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

【
営
業
術
❷
】

人
が
集
ま
る
所
に
は
積
極
的
に
参
加

　

配
属
校
で
は
毎
週
、月
曜
日
の
午
前
6
時

30
分
か
ら
朝
礼
が
行
わ
れ
、生
徒
と
教
員
た

ち
が
全
員
出
席
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

西
島
さ
ん
が
初
め
て
そ
の
場
に
出
席
し
た

の
は
、着
任
し
て
2
カ
月
が
経
っ
た
こ
ろ
の

こ
と
。
西
島
さ
ん
は
こ
の
朝
礼
も
「
営
業
」

の
場
と
し
て
活
用
し
た
。

 

「
そ
も
そ
も
私
は
朝
礼
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す

ね
。同
僚
た
ち
は
、ま
さ
か
私
が
出
席
す
る

と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
し
た
。そ

の
様
子
を
見
て
、
や
は
り
『
ゲ
ス
ト
扱
い
』

を
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
再
確
認
し
、
以
来
、

毎
回
出
席
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
す
る

と
、
生
徒
た
ち
か
ら
は
、『
教
員
と
同
じ
並

び
に
い
る
私
』が
目
に
入
る
ん
で
す
ね
。そ

こ
か
ら
少
し
ず
つ
、
生
徒
た
ち
に
『
教
員
』

と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、迎
え
た
新
学
期
の
冒
頭
に
行
わ

れ
た
全
校
集
会
で
も
、改
め
て
全
校
生
徒
の

前
で
I
C
T
の
教
員
と
し
て
挨
拶
を
す
る

機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。ま
た
、日
常

生
活
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ

と
も
続
け
、ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の
学
校
行

事
に
積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
、生
徒
や
教

員
と
一
緒
に
過
ご
す
時
間
を
意
識
的
に
設

け
て
い
っ
た
。

　

こ
う
し
て
顔
を
売
り
続
け
た
結
果
、「
見

知
ら
ぬ
外
国
人
」
か
ら
「
I
C
T
の
教
員
」

へ
と
変
わ
り
、第
一
関
門
を
突
破
し
た
西
島

さ
ん
。
授
業
に
出
席
す
る
生
徒
も
徐
々
に

増
加
し
て
い
き
、着
任
当
初
の
数
倍
へ
と
押

し
上
げ
る
こ
と
が
叶
っ
た
の
だ
っ
た
。時
間

割
上
の
コ
マ
の
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て

も
学
校
側
に
改
善
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
、出
席
者
が
ゼ
ロ
の
ク
ラ
ス
も
な
く
な
っ

た
の
だ
っ
た
。

　

生
徒
や
同
僚
た
ち
と
の
関
係
構
築
と
並

行
し
て
西
島
さ
ん
が
力
を
入
れ
た
の
は
、授

業
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
の
対
策
だ
。
2

年
生
が
I
C
T
科
の
試
験
が
あ
る
た
め
、机

上
で
の
学
習
が
主
と
な
る
。
そ
の
た
め
、

P
C
に
親
し
み
、実
践
を
積
む
こ
と
が
で
き

る
の
は
1
年
生
の
間
の
み
。し
か
し
、そ
れ

ま
で
は
1
年
生
の
授
業
で
も
、文
字
を
羅
列

し
、同
僚
が
説
明
し
て
い
く
と
い
う
流
れ
で

進
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
は
生
徒
た
ち

の
興
味
を
引
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え

た
西
島
さ
ん
は
、教
材
に
「
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
」を
組
み
込
ん
だ
り
、P
C
操
作
の
練
習

の
た
め
に
「
ゲ
ー
ム
」
を
取
り
入
れ
る
な

ど
、生
徒
た
ち
が
楽
し
め
る
よ
う
な
授
業
を

試
み
た
。
そ
う
し
た
工
夫
に
対
す
る
生
徒

た
ち
の
反
応
は
上
々
だ
っ
た
。
授
業
で
出

す
課
題
に
熱
中
し
て
取
り
組
む
姿
が
見
ら

れ
た
の
だ
。
や
が
て
「
西
島
先
生
の
授
業

は
楽
し
い
」と
評
判
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

授
業
の
出
席
率
を
高
め
る
た
め
に
奮
闘

す
る
西
島
さ
ん
の
姿
は
、同
僚
た
ち
の
心
に

も
響
き
、彼
ら
と
の
関
係
の
深
化
に
も
つ
な

が
っ
て
い
っ
た
。
あ
る
同
僚
は
、「
あ
な
た

は
教
員
の
ひ
と
り
と
し
て
、私
た
ち
に
歩
み

寄
り
、一
緒
に
活
動
を
し
て
く
れ
る
」と
の

言
葉
を
か
け
て
く
れ
た
。「
ゲ
ス
ト
」
と
し

て
で
は
な
く
、「
一
教
員
」
と
し
て
受
け
入

れ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
実

感
す
る
出
来
事
だ
っ
た
。

授業の空き時間に生徒たちとコ
ミュニケーションをとる西島さん。
折り紙に興味を持った生徒たちと
花を作成した

積
極
的
な
挨
拶
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

生
徒
た
ち
の
授
業
へ
の
出
席
率
が
向
上

教
員
養
成
校
に
配
属
さ
れ
、
I
C
T
の
授
業
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
西
島
さ
ん
。

生
徒
の
出
席
率
が
低
い
こ
と
が
課
題
だ
っ
た
な
か
、
授
業
の
空
き
時
間
に
校
内
を
歩
き
回
り
、

生
徒
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
た
こ
と
で
、
出
席
率
が
向
上
し
て
い
っ
た
。

  ［ 「
言
葉
」に
よ
る
営
業
❷ 

・
井
戸
端
会
議
型 

］

西に
し

島じ
ま

百ゆ

合り

子こ

さ
ん（
ガ
ー
ナ
・
P
C
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
2
0
1
5
年
度
4
次
隊
）の
事
例
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し
り
な
ど
の
手
伝
い
を
さ
せ
て
も
ら
う
こ

と
に
し
た
。
任
地
の
農
家
の
栽
培
方
法
を

知
っ
た
う
え
で
な
け
れ
ば
、
適
切
な
指
導

な
ど
で
き
な
い
と
考
え
た
か
ら
だ
。

　

彼
は
農
業
大
学
を
卒
業
し
て
お
り
、
農

業
の
知
識
と
ス
キ
ル
は
高
い
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
た
が
、
野
菜
の
苗
の
管
理
方
法
な

ど
に
問
題
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し

か
し
、1
軒
の
農
家
の
情
報
だ
け
で
は
、任

地
の
栽
培
方
法
に
つ
い
て
の
理
解
は
不
十

分

—
—

そ
う
考
え
た
藤
掛
さ
ん
は
、
彼
に

知
り
合
い
の
農
家
を
紹
介
し
て
も
ら
う
こ

と
を
依
頼
。
す
る
と
、
地
域
の
農
家
の
会

合
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
え
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　

会
合
は
、
や
る
気
の
あ
る
農
家
仲
間
数

人
で
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
農
業
に
関

す
る
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
た
。
藤
掛
さ

ん
は
、
こ
れ
に
参
加
し
た
の
を
機
に
知
り

合
っ
た
農
家
を
、
そ
の
後
訪
問
。
や
は
り

「
手
伝
い
」
を
通
じ
て
、
栽
培
方
法
の
把
握

と
人
間
関
係
の
構
築
を
進
め
て
い
っ
た
。

さ
ら
に
、
新
た
な
野
菜
農
家
を
芋
づ
る
式

に
紹
介
し
て
も
ら
う
こ
と
も
叶
い
、
最
終

的
に
は
6
軒
へ
の
コ
ン
タ
ク
ト
に
結
び
つ

い
た
の
だ
っ
た
。

 

「『
ト
マ
ト
栽
培
を
行
う
の
に
支
柱
を
立

て
な
い
』
な
ど
、
彼
ら
の
栽
培
方
法
に
は

日
本
の
常
識
か
ら
す
る
と
気
に
な
る
点
は

山
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
気
候
や
資

材
、資
金
な
ど
、与
え
ら
れ
た
条
件
の
な
か

で
、
彼
ら
に
と
っ
て
可
能
な
最
善
策
が
取

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
見
え
て
い
き
ま
し

た
。
何
か
を
改
善
す
る
と
な
る
と
、
費
用

が
か
さ
ん
で
し
ま
う
ケ
ー
ス
ば
か
り
だ
っ

た
の
で
す
」

　

そ
う
し
て
藤
掛
さ
ん
は
、
既
存
の
栽
培

車
で
行
け
る
地
域
に
野
菜
農
家
が
い
な
い

か
と
同
僚
た
ち
に
尋
ね
た
が
、
期
待
し
て

い
た
よ
う
な
情
報
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

そ
う
し
て
、
活
動
対
象
と
な
る
農
家
を

自
力
で
探
す
こ
と
が
、
藤
掛
さ
ん
に
課
せ

ら
れ
た
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
と
な
っ
た
が
、

当
初
は
こ
れ
が
難
航
し
た
。
自
転
車
で
配

属
先
の
近
辺
を
い
く
ら
探
し
て
も
、
見
つ

か
る
の
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
穀
物
畑

ば
か
り
。
野
菜
畑
が
一
向
に
見
当
た
ら
な

い
の
だ
っ
た
。

　

時
間
ば
か
り
が
過
ぎ
て
い
く
こ
と
に
焦

り
を
感
じ
た
藤
掛
さ
ん
は
、
ひ
と
り
で
行

う
こ
と
が
で
き
る
第
2
の
活
動
に
着
手
す

る
。
そ
れ
は
、
配
属
先
の
近
く
に
実
験
圃

場
を
つ
く
り
、
野
菜
栽
培
を
み
ず
か
ら
実

践
し
な
が
ら
、
土
壌
や
気
候
な
ど
の
栽
培

条
件
を
確
認
す
る
こ
と
だ
。

　

よ
う
や
く
転
機
が
訪
れ
た
の
は
、
着
任

し
て
か
ら
半
年
が
過
ぎ
た
こ
ろ
。
配
属
先

で
研
修
を
受
け
て
い
た
農
業
学
校
の
学
生

の
な
か
に
、
藤
掛
さ
ん
の
野
菜
栽
培
を
手

　

藤
掛
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、
ベ
ナ

ン
農
業
牧
畜
水
産
省
の
ウ
エ
メ
・
プ
ラ
ト

ー
県
農
業
促
進
セ
ン
タ
ー
・
ケ
ト
ゥ
村
落

開
発
支
所
。
プ
ラ
ト
ー
県
ケ
ト
ゥ
市
の
農

家
を
対
象
に
、
農
業
技
術
の
普
及
・
指
導

な
ど
を
行
う
機
関
で
あ
る
。
任
地
で
は
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
イ
モ
、
ト
マ
ト
な
ど
が

生
産
さ
れ
て
い
た
が
、
収
穫
量
が
芳
し
く

な
い
た
め
、
安
定
し
た
収
入
に
は
つ
な
が

っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
農

家
の
収
入
向
上
に
向
け
て
野
菜
栽
培
の
技

術
指
導
を
行
う
こ
と
が
、
藤
掛
さ
ん
の
活

動
の
柱
と
な
っ
た
。

　

同
僚
た
ち
と
農
家
を
回
っ
て
技
術
指
導

す
る
。
こ
れ
が
活
動
の
大
筋
に
な
る
と
予

想
し
て
い
た
が
、
着
任
早
々
に
そ
れ
は
難

し
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
同
僚
た
ち
が
農

家
を
視
察
す
る
際
、
訪
問
先
は
配
属
先
か

ら
数
十
キ
ロ
離
れ
て
い
る
の
が
常
で
、
同

僚
た
ち
の
移
動
手
段
は
バ
イ
ク
。
藤
掛
さ

ん
の
移
動
手
段
は
自
転
車
だ
っ
た
た
め
、

同
行
は
不
可
能
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
自
転

伝
い
た
い
と
申
し
出
て
く
れ
た
人
が
い

た
。
そ
う
し
て
、
そ
の
学
生
（
以
下
、
A
さ

ん
）
と
と
も
に
農
作
業
に
取
り
組
み
な
が

ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
て
い

く
と
、
彼
と
の
間
に
信
頼
関
係
が
生
ま
れ

て
い
っ
た
。
そ
う
し
て
あ
る
と
き
、
藤
掛

さ
ん
は
指
導
対
象
と
な
る
野
菜
農
家
を
見

つ
け
る
の
に
苦
戦
し
て
い
る
こ
と
を
相

談
。
す
る
と
思
い
が
け
ず
、
A
さ
ん
に
野

菜
農
家
を
紹
介
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

た
。
藤
掛
さ
ん
が
自
転
車
で
回
っ
て
い
た

エ
リ
ア
の
農
家
だ
っ
た
が
、
奥
ま
っ
た
場

所
に
畑
が
あ
っ
た
た
め
、
見
つ
け
ら
れ
ず

に
い
た
の
だ
っ
た
。

【
営
業
術
】

作
業
を
手
伝
い
、共
に
汗
を
流
す

　

紹
介
さ
れ
た
の
は
、
ひ
と
り
で
ト
マ
ト

畑
を
切
り
盛
り
す
る
二
十
代
の
農
家
。
藤

掛
さ
ん
は
「
ベ
ナ
ン
の
農
業
を
教
え
て
ほ

し
い
」
と
伝
え
、
ま
ず
は
水
や
り
や
草
む

作
物
に
関
す
る
技
術
指
導
は
い
っ
た
ん
保

留
と
し
、
新
た
な
活
動
の
軸
を
探
ろ
う
と

考
え
た
。

二
人
三
脚
で
植
樹
先
を
開
拓

　

藤
掛
さ
ん
は
、
活
動
の
活
路
を
求
め
て

情
報
収
集
に
明
け
暮
れ
た
。
そ
う
し
て
目

に
留
ま
っ
た
の
は
、
先
輩
隊
員
が
行
っ
た

「
モ
リ
ン
ガ
」
の
栽
培
を
普
及
さ
せ
る
事
例

だ
っ
た
。
モ
リ
ン
ガ
は
、
成
長
が
速
く
、
旱

魃
に
も
強
い
の
で
栽
培
が
容
易
で
、
特
に

栄
養
価
の
高
い
葉
は
食
用
と
し
て
の
需
要

が
見
込
め
る
も
の
。
訪
問
先
の
農
家
の
な

か
に
、
こ
れ
を
栽
培
し
て
い
る
例
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
早
速
そ
の
農
家
か
ら
種
を

購
入
し
、
栽
培
方
法
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
た
。
農
家
に
と
っ
て
栽
培
方
法

の
知
識
は
貴
重
な
「
財
産
」
に
ほ
か
な
ら

な
い
が
、
そ
れ
を
提
供
し
て
も
ら
え
た
の

は
、「
手
伝
い
」
に
よ
る
「
営
業
活
動
」
に

よ
っ
て
築
い
た
関
係
性
が
あ
っ
た
か
ら
だ

っ
た
。

　

藤
掛
さ
ん
が
実
験
圃
場
で
栽
培
を
試
み

る
と
、わ
ず
か
3
カ
月
で
20
、30
セ
ン
チ
ほ

ど
に
成
長
し
、
任
地
の
環
境
に
も
適
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
栽
培

と
並
行
し
て
藤
掛
さ
ん
は
任
地
で
モ
リ
ン

ガ
の
認
知
度
調
査
を
実
施
。
富
裕
層
の
な

か
に
は
常
食
し
て
い
る
人
も
い
た
が
、
ほ

と
ん
ど
の
住
民
は
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

 

「
任
期
も
残
り
数
カ
月
と
な
っ
て
い
た
た

め
、
認
知
度
を
上
げ
る
こ
と
に
注
力
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
市
場
で
の
需
要
を
高

め
れ
ば
、
栽
培
の
普
及
に
つ
な
が
る
と
考

え
た
か
ら
で
す
」

　

藤
掛
さ
ん
が
実
際
に
取
り
組
ん
だ
の

は
、
住
民
の
目
に
触
れ
る
こ
と
が
多
い
地

域
の
小
学
校
や
幼
稚
園
の
敷
地
で
植
樹
を

進
め
る
こ
と
。
教
育
行
政
機
関
の
承
認
を

得
た
う
え
で
、
実
験
圃
場
で
育
て
た
苗
を

手
に
、
小
学
校
や
幼
稚
園
な
ど
を
訪
問
。

モ
リ
ン
ガ
の
効
能
や
植
樹
の
主
旨
な
ど
を

説
明
し
、「
敷
地
で
植
樹
を
さ
せ
て
ほ
し

い
」
と
交
渉
し
た
。

　

こ
の
「
営
業
活
動
」
で
も
、
前
述
の
A

さ
ん
が
助
っ
人
と
な
っ
て
く
れ
た
。
モ
リ

ン
ガ
栽
培
の
普
及
に
つ
い
て
相
談
す
る

と
、協
力
を
快
諾
し
、植
樹
先
開
拓
の
「
営

業
」
に
同
行
し
て
く
れ
た
。
訪
問
先
で
A

さ
ん
は
、「
こ
の
学
校
は
数
あ
る
学
校
の

な
か
か
ら
選
ば
れ
た
、
選
り
す
ぐ
り
の
学

校
な
の
で
す
」
と
力
説
。
そ
う
し
た
二
人

三
脚
の
「
営
業
」
の
結
果
、
藤
掛
さ
ん
の

任
期
中
に
6
カ
所
で
モ
リ
ン
ガ
を
植
樹
す

る
こ
と
が
叶
っ
た
の
だ
っ
た
。

「
協
働
作
業
」を
重
ね
る
こ
と
で

活
動
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
農
家
を
獲
得

農
家
を
対
象
に
野
菜
栽
培
の
技
術
指
導
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
藤
掛
さ
ん
。
当
初
、

指
導
相
手
を
見
つ
け
る
の
に
苦
労
し
た
が
、
一
軒
の
農
家
で
農
作
業
の
手
伝
い
を
通
じ
て
じ
っ

く
り
と
関
係
を
築
い
た
結
果
、
芋
づ
る
式
に
活
動
の
協
力
者
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

CASE_3

  ［ 「
行
動
」に
よ
る
営
業
❶
・
一
点
突
破
型 

］

藤ふ
じ

掛か
け

知ち

英え

美み

さ
ん（
ベ
ナ
ン
・
野
菜
栽
培
・
2
0
1
5
年
度
4
次
隊
）の
事
例

PROFILE
1987年生まれ、栃木県出身。新
潟大学農学部を卒業後、東京大
学大学院農学生命科学研究科修
士課程に進学。三菱食品株式会
社に勤務した後、2016年3月に協
力隊員としてベナンに赴任。18年
3月に帰国。

藤掛さん基礎情報

活動概要
農業牧畜水産省ウエメ・プラトー
農業促進センターのケトゥ村落開
発支所（プラトー県ケトゥ市）に配
属され、主に以下の活動に従事。
●トマト栽培の技術指導
●モリンガ栽培の普及に向けた
PR活動

❶小学校で行ったモリンガの植樹
❷活動先開拓でフル回転した自転車に乗る藤掛さん。背負っているのはモリンガの苗
❸モリンガの「営業」のために作成した資料。「栄養素が豊富」というポイントが印象付けられるよう、できるだけシンプル
なつくりを心がけた

特 集 2

JICAボランティアの

営業術

2年間の活動を大きく支えてくれた
研修生のAさん（左）と藤掛さん。
藤掛さんが協働作業を行った活動
先農家にて

　 後輩ボランティアの方々へ

私は「協働作業」を通じて関係を深めた人たちからの紹介で、
活動先の農家を獲得することができました。何かのきっかけ
をくれるのは現地の方々。彼らと腰を据えて関係をつくること
も大切な活動のひとつだと思って、じっくり向き合ってみては
いかがでしょうか。私は活動先の農家となかなか出会えず、
任期の前半は焦る気持ちを抱き続けていました。振り返って
みると、自分を追い詰めるよりも、「1年目は人脈づくりと情報
収集の期間」と決めてしまってもよかったのかなと思います。

❶❷

❸



が
多
い
の
で
す
が
、
よ
く
笑
う
大
ら
か
な

面
を
持
っ
て
い
て
。
嬉
し
か
っ
た
の
は
、

私
と
似
た
性
格
を
持
つ
同
僚
が
い
た
こ
と

で
す
。
彼
女
と
一
緒
に
場
を
盛
り
上
げ
る

と
、
ほ
か
の
同
僚
た
ち
が
笑
顔
で
集
ま
っ

て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
日
常
の

ひ
と
コ
マ
の
中
で
、
自
然
体
の
同
僚
た
ち

に
接
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
柄
や
教

育
に
対
す
る
熱
意
、
彼
ら
の
間
の
関
係
性

な
ど
を
観
察
さ
せ
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
」

　

そ
う
し
て
、
山
下
さ
ん
と
同
僚
た
ち
と

の
関
係
は
深
化
。
冷
た
い
態
度
を
取
っ
て

い
た
同
僚
も
一
変
し
、
山
下
さ
ん
に
笑
顔

を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

【
営
業
術
❷
】

「
放
課
後
教
室
」を
開
催

 

「
私
た
ち
に
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
す
る
方
法
を

教
え
て
く
れ
な
い
か
し
ら
」。
お
し
ゃ
べ
り

を
進
め
て
し
ま
っ
て
い
た
の
だ
。
例
え
ば
、

6
年
生
の
児
童
の
大
半
が
計
算
テ
ス
ト
で

「
2
の
段
の
掛
け
算
」
を
解
く
こ
と
が
で
き

て
い
な
か
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同

僚
た
ち
は
掛
け
算
の
知
識
が
必
須
で
あ
る

「
確
率
」
や
「
分
数
」
な
ど
難
し
い
単
元
へ

と
授
業
を
進
め
て
し
ま
っ
て
い
た
。

 

「
は
じ
め
か
ら
感
じ
て
い
た
の
は
、
同
僚

た
ち
の
協
力
な
し
に
配
属
先
の
現
状
を
大

き
く
変
え
る
の
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
で

し
た
」

　

32
あ
る
ク
ラ
ス
の
す
べ
て
を
巡
回
し
た

り
、
す
べ
て
の
同
僚
た
ち
と
個
別
に
じ
っ

く
り
話
し
合
っ
た
り
す
る
の
は
難
し
い
。

そ
の
た
め
、
配
属
先
の
算
数
授
業
の
質
を

上
げ
る
た
め
に
は
、
一
度
に
大
勢
の
同
僚

た
ち
に
技
術
を
伝
え
ら
れ
る
「
ワ
ー
ク
シ

ョ
プ
」
な
ど
の
手
段
を
と
る
こ
と
が
ど
う

し
て
も
必
要
と
な
る
が
、
そ
の
開
催
は
彼

ら
の
理
解
と
協
力
な
し
に
は
成
り
立
た
な

い
。
そ
う
し
て
山
下
さ
ん
は
、
同
僚
た
ち

と
信
頼
関
係
を
築
き
、
彼
ら
に
協
力
し
て

　

山
下
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、
バ
ヌ

ア
ツ
最
大
の
島
・
エ
ス
ピ
リ
ッ
ツ
サ
ン
ト

島
に
あ
る
カ
メ
ワ
小
・
中
学
校
。
お
よ
そ

1
2
0
0
人
の
児
童
が
通
う
大
規
模
校

で
、8
学
年
（
1
〜
6
年
生
が
小
学
校
、7

〜
8
年
生
が
中
学
校
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
4

ク
ラ
ス
ず
つ
あ
っ
た
。
山
下
さ
ん
の
メ
イ

ン
の
活
動
と
な
っ
た
の
は
、
小
学
校
の
算

数
授
業
に
関
し
て
、
教
員
の
指
導
力
向
上

を
支
援
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

　

同
校
は
島
内
の
小
学
校
を
対
象
に
行
わ

れ
る
算
数
の
計
算
テ
ス
ト
で
、
い
つ
も
成

績
が
最
下
位
近
く
を
さ
ま
よ
っ
て
い
る
よ

う
な
学
校
だ
っ
た
。
同
僚
た
ち
に
「
な
ぜ

テ
ス
ト
の
成
績
が
低
い
の
か
？
」
と
尋
ね

る
と
、
彼
ら
は
「
最
近
は
家
で
親
が
勉
強

を
教
え
な
い
か
ら
」「
児
童
た
ち
が
怠
け

て
い
る
せ
い
だ
よ
」
と
答
え
る
。
し
か
し
、

そ
の
正
確
な
要
因
は
、
着
任
当
初
に
行
っ

た
授
業
観
察
で
顕
著
に
見
え
て
き
た
。
あ

る
単
元
で
児
童
の
多
く
が
つ
ま
ず
い
て
い

て
も
、
同
僚
た
ち
は
次
の
単
元
へ
と
授
業

も
ら
え
る
素
地
を
整
え
る
こ
と
に
、
ま
ず

は
力
を
入
れ
る
こ
と
に
し
た
の
だ
っ
た
。

【
営
業
術
❶
】 

お
し
ゃ
べ
り
の
輪
に
飛
び
込
む

　

山
下
さ
ん
は
配
属
校
に
派
遣
さ
れ
た
初

代
隊
員
。
ほ
と
ん
ど
の
同
僚
に
と
っ
て
、

初
め
て
接
す
る
J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
山
下
さ
ん
だ
っ
た
。
当
初
、
な
か
に
は

山
下
さ
ん
に
冷
た
い
態
度
を
と
る
同
僚
も

い
た
。
そ
う
し
て
、「
ど
ん
な
人
が
、
何
を

し
に
や
っ
て
来
た
の
か
」
を
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
が
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
と
な
っ
た

の
だ
が
、
そ
の
チ
ャ
ン
ス
は
同
僚
た
ち
の

「
お
し
ゃ
べ
り
好
き
の
習
慣
」
に
あ
っ
た
。

彼
ら
は
時
間
が
空
く
と
、
よ
く
中
庭
な
ど

で
輪
に
な
っ
て
談
笑
し
て
い
た
。
人
を
楽

し
ま
せ
る
こ
と
が
好
き
な
山
下
さ
ん
は
、

他
愛
も
な
い
質
問
な
ど
を
用
意
し
て
、
積

極
的
に
彼
ら
の
話
の
輪
に
加
わ
っ
た
。

 

「
バ
ヌ
ア
ツ
人
は
基
本
的
に
シ
ャ
イ
な
人

の
輪
の
な
か
で
、
肥
満
を
気
に
す
る
同
僚

た
ち
か
ら
こ
う
し
た
要
望
が
出
た
の
は
、

着
任
し
て
1
カ
月
が
過
ぎ
た
こ
ろ
だ
っ

た
。
そ
こ
で
山
下
さ
ん
が
考
え
た
の
は
、

放
課
後
に
「
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
」
を
開

く
と
い
う
ア
イ
デ
ア
だ
。

 

「
も
ち
ろ
ん
、
要
請
書
に
は
『
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
の
指
導
』
な
ん
て
書
い
て
な
い
ん
で

す
（
笑
）。
で
も
、
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば

ぜ
ひ
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
の

で
、教
室
の
開
催
を
提
案
し
ま
し
た
」

　

そ
の
場
に
い
た
校
長
か
ら
許
可
が
出
た

こ
と
が
決
め
手
と
な
り
、
放
課
後
に
空
い

た
教
室
で
実
施
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
と

は
い
う
も
の
の
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
の
経
験

な
ど
ほ
ぼ
な
か
っ
た
山
下
さ
ん
は
、
動
画

サ
イ
ト
を
見
て
研
究
。
バ
ヌ
ア
ツ
の
人
が

楽
し
め
る
よ
う
な
動
き
を
取
り
入
れ
て
準

備
を
進
め
た
の
だ
っ
た
。

　

迎
え
た
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
初
日
。
準

備
の
甲
斐
も
あ
っ
て
、
教
室
は
大
盛
り
上

が
り
。
張
り
切
っ
て
取
り
組
む
同
僚
た
ち

の
姿
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
後
、「
ヨ
ガ
」
や

「
日
本
語
教
室
」
な
ど
、
新
た
な
要
望
が
出

る
た
び
に
、
山
下
さ
ん
は
快
諾
。
定
期
的

に
そ
れ
ら
の
「
放
課
後
教
室
」
を
実
施
し

た
。

　

教
室
を
開
く
に
あ
た
り
、
山
下
さ
ん
は

「
楽
し
ま
せ
る
工
夫
」
を
怠
ら
な
か
っ
た
。

例
え
ば
日
本
語
教
室
の
場
合
、
毎
回
用
意

す
る
資
料
に
は
、
4
コ
マ
漫
画
を
描
い
て

同
僚
た
ち
を
登
場
さ
せ
た
。
資
料
は
教
室

が
は
じ
ま
る
前
に
配
布
。
同
僚
た
ち
の
好

奇
心
を
煽
っ
た
の
だ
っ
た
。

 「
放
課
後
教
室
を
始
め
た
と
き
は
、『
と
に

か
く
何
か
行
動
し
た
い
』
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
で
も
、
あ
と
か
ら
実
感
し
た
の
で

す
が
、『
一
対
多
』
の
空
間
を
持
て
た
こ
と

は
、
多
く
の
同
僚
と
互
い
に
理
解
し
合
え

る
絶
好
の
機
会
で
し
た
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

新
た
な
取
り
組
み
を
開
始

　

同
僚
た
ち
に
対
し
、
算
数
の
指
導
法
に

関
す
る
定
期
的
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
す
る
こ
と
や
、
児
童
の
学
力
向
上
に
向

け
て
以
下
の
4
つ
の
取
り
組
み
を
導
入
す

る
こ
と
を
提
案
し
た
の
は
、
放
課
後
教
室

を
始
め
て
か
ら
1
カ
月
が
経
っ
た
こ
ろ

だ
。
そ
れ
ま
で
の
授
業
観
察
で
把
握
し
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
同
僚
た
ち
の
授
業
に
あ

る
問
題
点
と
そ
れ
ら
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の

方
法
に
関
し
て
、
ひ
と
通
り
整
理
が
つ
い

た
時
期
で
も
あ
っ
た
。

❶
百
マ
ス
計
算
（
足
し
算
・
引
き
算
）
を

毎
日
実
施
す
る
。

❷
毎
週
金
曜
日
に
、
4
〜
6
年
生
の
全
ク

ラ
ス
で
同
じ
内
容
の
百
マ
ス
計
算
を
実
施

し
、成
績
を
掲
示
す
る
。

❸
算
数
授
業
の
一
部
を
山
下
さ
ん
が
担
当

し
、担
任
教
員
に
見
学
し
て
も
ら
う
。

❹
月
に
1
度
、
全
校
で
基
本
的
な
計
算
の

テ
ス
ト
を
実
施
す
る
。

　

放
課
後
教
室
な
ど
を
通
じ
て
、「
学
校

を
み
ん
な
と
一
緒
に
良
く
し
て
い
き
た

い
」
と
い
う
山
下
さ
ん
の
思
い
は
同
僚
た

ち
に
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

の
新
機
軸
の
提
案
は
彼
ら
に
ス
ム
ー
ズ
に

受
け
入
れ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ

う
し
て
山
下
さ
ん
が
任
期
を
終
え
る
こ
ろ

に
は
、
島
内
の
小
学
校
の
計
算
テ
ス
ト
で

上
位
の
成
績
を
収
め
る
ま
で
に
児
童
た
ち

の
計
算
力
は
向
上
し
た
の
だ
っ
た
。

「
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
」な
ど
を
開
催
し
、

同
僚
た
ち
と
の
相
互
理
解
を
深
化

児
童
数
1
2
0
0
人
と
い
う
大
規
模
校
で
算
数
授
業
の
質
向
上
に
取
り
組
ん
だ
山
下
さ
ん
。

多
く
の
教
員
に
指
導
法
を
伝
え
る
に
は「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」な
ど
の
手
段
が
不
可
欠
だ
っ
た
が
、

そ
の
実
現
を
後
押
し
し
た
の
は
、
活
動
以
外
の
場
で
築
い
た
彼
ら
と
の
信
頼
関
係
だ
っ
た
。
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CASE_4

  ［ 「
行
動
」に
よ
る
営
業
❷
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
型 

］

山や
ま

下し
た

依え

里り

佳か

さ
ん（
バ
ヌ
ア
ツ
・
小
学
校
教
育
・
2
0
1
6
年
度
1
次
隊
）の
事
例

PROFILE
1989年生まれ、福井県出身。大
学を卒業後、東京都の小学校に
教諭として4年間勤務。2016年7
月、協力隊員としてバヌアツに赴
任（現職教員特別参加制度）。18
年3月に帰国。

山下さん基礎情報

活動概要
カメワ小・中学校に配属され、主
に以下の活動に従事。
●同僚に向けた算数指導法の
ワークショップの実施（月1回程度）
●算数授業に関する各種改革
●日本についての授業の実施
●同僚に向けた放課後教室の開
催（エアロビクス・ヨガなど）

特 集 2

JICAボランティアの

営業術

　 後輩ボランティアの方々へ

「いかに相手と向き合おうとするか」がJICAボランティア活動
の醍醐味だと思います。算数授業の改革を行った際、サボり
癖のある3人の先生のクラスが取り残されてしまいました。協
力を得るのに苦戦し、腹が立つこともありましたが、諦めずに
かかわる姿勢を貫きました。すると、徐々にではありますが、
彼らも意欲的に算数の活動に興味を持って取り組んでくれる
ようになりました。こちらに「愛」や「思い」があれば、相手に
も伝わると信じています。

山下さんが放課後に実施したエア
ロビクス教室に参加する同僚たち

❶❸エアロビクス教室などで学校の「エンターテイ
ナー」と評判になった山下さんには、その後、校内で
さまざまな余興を依頼されるようになった。❶は、火
山の噴火で学校に避難していた地域住民を相手に
行った日本の紙芝居の上演。❸は、児童を相手に武
士のカツラを付けて行った日本文化紹介の授業

❷山下さんが提案し、導入された計算テストの結果は、
学校のオフィスに掲示。可視化したことで、児童と教
員が学力の状況を把握できるようになった

❶❷
❸



マ
ン
パ
ワ
ー
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と

C
P
と
距
離
を
置
い
て
活
動
し
、後
悔

 

文
＝
片か

た

山や
ま

美み

弥や

さ
ん（
キ
ル
ギ
ス
・
青
少
年
活
動
・
2
0
1
5
年
度
3
次
隊
）
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私
は
、
初
代
の
隊
員
と
し
て
配
属
先
で
あ
る

キ
ル
ギ
ス
の
養
護
施
設
に
派
遣
さ
れ
た
た
め
、

私
を
含
む
配
属
先
の
ス
タ
ッ
フ
も
手
探
り
状
態

か
ら
す
べ
て
が
始
ま
っ
た
。
ま
ず
は
私
の
目
指

す
活
動
を
伝
え
、
配
属
先
の
希
望
に
も
沿
え
る

よ
う
に
調
整
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、「
子
ど
も
た

ち
の
学
び
の
成
長
や
養
護
施
設
で
の
生
活
が
充

実
す
る
よ
う
な
活
動
を
提
案
し
、
実
行
し
て
ほ

し
い
」
と
言
わ
れ
、
大
変
恵
ま
れ
た
環
境
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
同
時
に
「
自
由
」
と
は
、「
放

任
」
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
、
自
ら
の
「
責
任
」

も
大
き
く
、「
積
極
性
」
が
大
き
く
問
わ
れ
た
2

年
間
で
も
あ
っ
た
。

　

赴
任
当
初
、
私
は
施
設
に
隣
接
さ
れ
て
い
る

学
校
の
英
語
の
先
生
で
あ
る
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー

ト
（
C
P
）と
一
緒
に
授
業
を
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
授
業
を
見
て
い
る
と
C
P
は
ベ
テ
ラ
ン

で
経
験
が
あ
り
、
ク
ラ
ス
を
き
ち
ん
と
運
営
し

て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
が
、
私
が
授
業
を
始
め

た
途
端
に
教
室
か
ら
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
事

態
が
た
び
た
び
発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。と
き
に
は
、「
こ
の
日
は
休
み
た
い
か
ら
、

私
の
代
わ
り
に
2
日
間
授
業
を
任
せ
た
い
」「
子

ど
も
た
ち
の
成
績
を
あ
な
た
の
思
う
よ
う
に
適

当
に
つ
け
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
マ
ン
パ
ワ
ー
に

な
り
か
け
て
い
た
。
協
力
隊
の
目
的
は
、
決
し

　私自身、CPの授業に対するモチベーションが下がって悩ん
だこともありました。そのときは、授業で使えるような新しい
折り紙の本や動画を一緒に見てつくったり、お茶をして（私の
派遣国ではお茶を飲む文化がある）全然違う話をし、気分転
換をしたりするなど信頼関係の構築を何よりも優先させまし
た。ボランティアに来たからには活動を成功させたいと誰も
が思うことですが、一見活動には関係なさそうなこと、CPとお
茶を飲むことや一緒に楽しい時間を過ごすことが、結果的に
はCPとよい関係が築け、よい活動につながると思います。

　私の場合、活動先の学校で体育の先生として迎えられまし
た。最初のうちは、通常通りに授業を行っていましたが、そのうち
に学校側が担当の先生を配置してくれたり、授業で行ったストレ
ッチの動きを取り入れてくれたりなどするように。私が授業するこ
とによって、周囲の意識が変わっていくこともあるのだと思いまし
た。また、CPの考えを吸い上げるために、直接聞くことが難しけ
れば、同僚に相談してみるのも一案です。「こんなことをやってみ
たいから協力してほしい」など、もっと発信してみたら、ご自身の
活動について、より知ってもらえたのではないかと思います。

文＝協力隊経験者
● アジア・青少年活動・2014年度派遣
● 取り組んだ活動
派遣国の公立保育園でCPと共に3～6歳の子どもに美術（折り紙、お絵
かき、粘土など）を教えた。

文＝協力隊経験者
● アジア・青少年活動・2015年度派遣
● 取り組んだ活動
青少年健全育成のため、主に体育の授業や授業サポートを行う。

活動から一歩離れた場所で信頼関係を構築授業をする姿を見てもらう

配属先である養護施設では孤児や家庭の事情で親と離れている子どもたちが暮らしており、彼らの情操教育のため
に、片山さんは、サマーキャンプでのスポーツ・物づくりや、広島平和学習セミナーなどを実施した。写真は、広島の
小学生から届いた手紙の前での1枚

て
現
地
の
人
の
仕
事
を
楽
に
す
る
こ
と
で
は
な

く
、
自
分
自
身
の
技
術
や
強
み
を
生
か
し
て
、

目
の
前
に
い
る
C
P
の
意
識
や
、私
で
あ
れ
ば
、

子
ど
も
た
ち
の
視
野
、
興
味
を
広
げ
て
い
く
こ

と
で
は
な
い
の
か
と
し
ば
ら
く
悩
ん
だ
。
そ
の

結
果
、
私
は
、
私
自
身
の
日
本
文
化
・
英
語
・

算
数
な
ど
の
ク
ラ
ブ
活
動
と
、
平
和
学
習
や
異

文
化
理
解
教
育
な
ど
の
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
を
主
な
活
動
と
し
て
優
先
し
、
A
L
T

と
し
て
英
語
の
授
業
に
か
か
わ
る
時
間
を
か
な

り
減
ら
し
て
し
ま
っ
た
。

　

活
動
も
終
盤
を
む
か
え
、
積
極
的
に
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
を
発
信
す
る
私
の
姿
は
配
属
先
の
同

僚
た
ち
に
も
認
め
ら
れ
、
C
P
と
も
信
頼
関
係

は
で
き
あ
が
っ
て
い
た
。
し
か
し
C
P
に
「
私

は
本
当
に
あ
な
た
と
授
業
を
し
た
か
っ
た
。
で

も
あ
ま
り
授
業
に
来
て
く
れ
な
く
な
っ
た
ね
。

子
ど
も
た
ち
も
い
つ
で
も
あ
な
た
を
待
っ
て
い

た
よ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
今
も
胸
に
残
っ
て

い
る
。
そ
の
と
き
に
な
っ
て
や
っ
と
「
私
は
な

ぜ
問
題
発
生
時
に
C
P
と
話
し
合
わ
な
か
っ
た

の
か
。
き
ち
ん
と
向
き
合
っ
て
い
れ
ば
、彼
女
の

授
業
に
対
す
る
意
識
を
変
え
た
り
、
お
互
い
に

新
し
い
授
業
ア
イ
デ
ア
を
シ
ェ
ア
し
た
り
す
る

こ
と
で
よ
り
良
い
授
業
を
子
ど
も
た
ち
に
も
提

供
で
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
後
悔
し
た
。

■  PROFILE
1987年生まれ、広島県出身。2010年、広
島修道大学法学部国際政治学科を卒業
後、株式会社鷗州コーポレーションにて
塾講師として子どもたちの学習・進路指導
に携わり、退職後、ワーキングホリデー制
度を利用し、カナダへ。16年1月、協力隊
に参加。18年1月に帰国。

■  活動概要
キルギスの首都ビシュケクにて、養護施設
であるドイツの NGO 「SOS子どもの村」
に配属され、以下の活動を行った。
●施設内に住む約100人の子どもに対し、
日本文化、英語、算数のクラブを開講。
●施設に隣接する学校で英語の授業やイ
ベントを開催。

事例整理

“失敗”から
 学ぶ＃166

他ボランティアの分析

隊員自身の振り返り
問題が発生したときに、CPと話し合うべきだったが、ベテランで
あるCPのプライドを傷つけたくない一心でNOと言えなかった。
しかし、言葉や表情の使い方ひとつで自分の思いはきちんと伝
えられたと思う。この経験より、優先順位をしっかり決めて、本気
で人と向き合う強さを身につけていきたいと考えるようになった。

活動方針を変更

「T」によりCPの主体性が低下したことから、CPとのチーム
ティーチングを停止。隊員が単独で日本文化の授業やクラブ
活動導入などを進めることに。

実際の結果

隊員が単独で、日
本文化紹介の授
業やクラブ活動の
導入など実現。

ありえた結果

改善したチーム
ティーチングによ
りCPに授業アイデ
アの伝達が叶う。

活動開始

CPに授業アイデア
を伝達するため、
チームティーチン
グの授業を開始。

促進要因 阻害要因

内部
【隊員の強み（S）】
塾講師の経験で得た授業
アイデアの引き出しがある。

【隊員の弱み（W）】
年長かつベテランのCPに
遠慮してしまう傾向がある。

外部
【環境の良い面（O）】
CPと共に授業を行うチャン
スが与えられている。

【環境の悪い面（T）】
CPに、できるだけ楽をしよ
うとする傾向がある。

【「CPに授業アイデアを伝達する活動」
の状況（SWOT分析）】



Q 

試
み
た
解
決
策
は
？

　
必
要
な
情
報
の
入
手
に
は
、
私
個
人
の
信

頼
度
を
上
げ
る
こ
と
、
解
決
す
る
知
恵
を
持

つ
ベ
テ
ラ
ン
職
員
の
助
け
を
真
摯
に
求
め

る
こ
と
（
彼
ら
を
巻
き
込
む
こ
と
）
が
問
題

の
解
決
に
繋
が
る
と
考
え
ま
し
た
。
私
自
身

の
信
頼
度
が
上
が
る
と
、
特
別
に
情
報
を
開

示
し
て
く
れ
る
職
員
も
出
て
き
ま
し
た
。
関

連
す
る
情
報
が
大
統
領
府
に
な
く
て
も
、
他

の
省
に
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
情
報
は
各
省
に
広
い
人
脈
を
有

す
る
ベ
テ
ラ
ン
職
員
（
課
長
級
）を
介
し
て
、

開
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
早
く
、
確
実
で

す
。
し
か
し
、ベ
テ
ラ
ン
職
員
は
忙
し
く
、動

い
て
い
た
だ
く
に
は
、
日
々
の
仕
事
を
通
じ

て
、
私
の
当
該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
懸
け
る
思

い
と
力
量
を
認
め
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
丸
投
げ
の
依
頼
で

は
な
く
、
彼
ら
の
負
担
が
な
る
べ
く
軽
く
な

る
よ
う
な
仕
事
の
振
り
方
の
工
夫
が
必
要

と
感
じ
ま
し
た
。

Q 

同
職
種
の
後
輩
隊
員
に

　 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
報
連
相
、
メ
ー
ル
へ
の
レ
ス
ポ
ン
ス
の
速

さ
な
ど
、
事
務
職
で
あ
れ
ば
ア
フ
リ
カ
で
も

当
然
の
よ
う
に
求
め
ら
れ
ま
す
。
周
囲
の
現

地
職
員
が
で
き
て
い
な
く
て
も
外
国
人
の
協

力
隊
員
に
は
求
め
ら
れ
ま
す
し
、
課
長
級
以

上
は
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
や
れ

る
か
ど
う
か
で
、
ま
ず
は
人
物
判
断
を
し
て

い
ま
し
た
。
率
先
し
て
実
行
す
る
姿
を
見
せ

る
こ
と
も
大
切
な
活
動
だ
と
思
い
ま
す
。

Q 

試
み
た
解
決
策
は
？

　
会
議
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
定
を
さ
せ
る

試
み
を
し
ま
し
た
。「
ど
う
い
う
工
程
な

の
？
」
か
ら
始
ま
り
、質
問
の
み
の
形
式
で
進

め
、「
そ
れ
に
ど
れ
く
ら
い
時
間
が
か
か
る

と
思
う
？
」
を
連
発
。
同
じ
こ
と
を
何
度
聞

か
れ
て
も
絶
対
に
怒
ら
な
い
よ
う
に
し
、
気

軽
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う

に
心
が
け
ま
し
た
。
活
動
後
半
で
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
無
視
の
仕
事
が
「
最
近
な
い
」
と
感
じ
、

ス
タ
ッ
フ
が
仕
事
の
や
り
方
を
変
え
て
く
れ

て
い
た
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
一
番
大

事
な
の
は
根
気
と
我
慢
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Q 

同
職
種
の
後
輩
隊
員
に

　 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
文
化
的
背
景
が
違
う
人
間
に
デ
ザ
イ
ン
を

教
え
る
際
に
は
、
な
ぜ
日
本
人
が
「
こ
こ
に

こ
だ
わ
る
の
か
？
」
を
、現
地
人
が
納
得
す
る

説
明
が
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
こ
と
に
気
が

つ
き
ま
す
。
お
そ
ら
く
、そ
れ
が
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
自
己
満
足
的
な
観
点
で
あ
り
、一
方
、
現
地

人
が
納
得
す
る
説
明
が
で
き
る
こ
と
は
一
般

化
で
き
る
セ
オ
リ
ー
な
の
だ
と
気
が
つ
き
ま

し
た
。結
果
的
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
た
セ

オ
リ
ー
の
中
で
仕
事
を
す
る
の
で
、
日
本
で

や
っ
て
い
た
頃
よ
り
目
的
が
明
確
な
仕
事
に

な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
う
1
点
、
広
告

系
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
特
化

し
た
話
で
す
が
、
こ
の
業
界
は
転
職
す
る
人

が
多
く
仕
事
も
豊
富
に
あ
る
。
個
人
的
に
帰

国
後
、
再
就
職
に
大
き
な
壁
は
感
じ
な
か
っ

た
の
で
、安
心
し
て
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

Q 

メ
イ
ン
の
活
動
は
？

　
国
家
公
務
員
の
給
与
体
系
の
見
直
し
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
す
る
部
局
に
て
、
部
局
案

を
作
成
し
、
部
局
内
で
共
有
す
る
こ
と
が
主

な
活
動
で
す
。
当
初
部
長
か
ら
、
関
連
概
念

の
枠
組
み
と
職
種
グ
ル
ー
プ
別
の
給
与
体
系

表
に
関
す
る
素
案
の
作
成
・
提
案
も
求
め
ら

れ
ま
し
た
。
各
国
政
府
が
提
供
す
る
情
報
を

集
め
、
関
連
す
る
書
籍
や
レ
ポ
ー
ト
な
ど
を

読
み
込
み
ま
し
た
。
部
長
か
ら
適
宜
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
紆
余
曲
折
を
経

て
約
8
カ
月
で
素
案
が
完
成
。
特
に
、単
一
の

給
与
体
系
を
、
複
数
の
職
種
別
（
例
え
ば
、

医
師
、
看
護
師
な
ど
）
の
給
与
体
系
へ
分
離

さ
せ
る
に
あ
た
り
、ど
の
職
種
を
分
離
し
、独

自
の
給
与
体
系
を
適
用
す
べ
き
か
、
と
い
う

こ
と
が
争
点
と
な
り
ま
し
た
。

Q 

活
動
の
最
大
の
困
難
は
？

　
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、
正
確
な
情
報
が
必
要

と
な
り
ま
す
が
、そ
の
情
報
が
維
持
・
更
新
さ

れ
て
い
な
い
か
、そ
も
そ
も
存
在
し
て
い
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
必
要
な
情

報
を
自
ら
収
集
し
、
編
集
す
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
こ
と
が
最
大
の
困
難
で
あ
っ
た
と
言

え
ま
す
。
何
を
す
る
に
も
初
め
に
、目
の
前
に

あ
る
情
報
が
最
新
の
正
確
な
情
報
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、思
う
よ
う
に

作
業
が
進
ま
な
い
と
い
う
状
況
に
頻
繁
に
陥

り
ま
し
た
。
私
が
必
要
と
し
て
い
る
情
報
を

持
っ
て
い
る
人
が
い
て
も
、そ
の
人
が
情
報
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
、私
を
含
め
他
の
職
員
に

言
わ
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

Q 

メ
イ
ン
の
活
動
は
？

　
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
は
、
配
属
先
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
ご
と
の
チ
ー
ム
（
考
古
学
・
自
然
史

学
・
民
俗
学
な
ど
）
か
ら
依
頼
さ
れ
、
実
施
。

し
か
し
、
他
部
署
か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
仕
事

の
多
く
が
無
理
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、
断
ら

な
い
現
地
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
も
問
題
が
あ
る
の

で
す
が
、
ボ
ツ
ワ
ナ
人
は
同
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
中
で
N
O
と
言
う
こ
と
が
苦
手
な
傾
向

が
あ
り
制
作
期
間
が
足
り
ず
、
質
が
落
ち
る

と
い
う
悪
循
環
だ
っ
た
た
め
、
ま
ず
職
場
の

ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
の
改
善
に
着
手
し
ま
し
た
。

　
要
請
内
容
に
あ
っ
た
技
術
移
転
は
、
人
材

育
成
に
近
か
っ
た
で
す
。
道
具
を
使
い
、何
を

ど
う
つ
く
る
か
と
い
う
考
え
を
引
き
出
す
行

為
が
必
要
で
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
育
成
は
協
働
す

る
中
で
教
え
て
い
く
方
が
良
い
と
思
い
ま
し

た
。
結
果
的
に
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
は
私
の

デ
ー
タ
を
見
て
、
良
い
と
思
っ
た
も
の
を
ほ

ぼ
自
動
的
に
拾
っ
て
い
く
よ
う
に
。
逆
に
、口

頭
で
「
こ
の
や
り
方
が
私
は
い
い
と
思
う
」

と
教
え
た
こ
と
は
定
着
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

Q 

活
動
の
最
大
の
困
難
は
？

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
ま
っ
た
く
考
え
て
い
な

い
「
三
つ
折
り
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
の
依
頼
が

き
た
と
き
。
イ
ベ
ン
ト
で
使
う
予
定
の
パ
ン

フ
制
作
の
依
頼
が
、
開
催
日
の
前
日
に
到
着
。

デ
ザ
イ
ン
・
印
刷
・
加
工
の
時
間
が
考
慮
さ

れ
て
お
ら
ず
、
で
も
依
頼
者
は
泣
き
つ
い
て

く
る
。
そ
の
場
で
は
怒
っ
た
も
の
の
断
る
訳

に
も
い
か
な
い
の
で
、結
局
、残
業
な
ど
で
対

応
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
　

所属していた部門の職員と白川さん（中央の一番前）。一番左側にいる男性が最もお世話になった部長。給
与制度の専門家が所属部局にいないことから、初年度は部長と2人で主にプロジェクトを進めた

配属先でデザインを教える伊藤さん。要請内容以外にも、他隊員の活動を手伝ったり、文化交流イベントや
JICAの現地広報の仕事に携わったりなど、やりたい事があれば自由に挑戦できたのも魅力だったという

※人数は、青年海外協力隊派遣実績、2018年6月30日現在。 ※人数は、青年海外協力隊派遣実績、2018年6月30日現在。

希少職 種図鑑派遣人数は少ないものの
いぶし銀の活躍をする

職種の事例をピックアップ

行政サービス
#A201

デザイン
#G231

白
しら

川
かわ

智
とも

久
ひさ

さん
（ボツワナ・2016年度4次隊）

 伊
い

藤
とう

洋
ひろ

美
み

さん
（ボツワナ・2014年度1次隊）

■  活動概要
ボツワナ大統領府公務員庁にて、国家公務員向け
給与体系の見直しプロジェクトを推進するため、下
記の活動を行う。
●既存の国家公務員向け給与制度の理解
●日本を中心とした他国の給与制度の研究・報告
●給与制度関連概念の整理、部局案の作成・共有
●大統領府公務員庁案の作成・共有

■  活動概要
ボツワナ国立博物館の展示・PRツール・イ
ベントツールのなどデザイン制作を担当す
るテクニカル・サポート・サービス（TSS）
部署に配属され、以下の活動を行う。
●展示デザイン、PR、イベントなどのデザ
イン
●現地職員への技術移転

■  PROFILE
1976年生まれ、北海道出身。2001年、法
学部国際関係法学科を卒業後、人材派遣
会社などを経て、16年1月、協力隊に参加。
18年3月、帰国。現在、ソフト開発会社に
就職し、ミャンマー・ヤンゴンにてIT・日本
語学校の運営に従事する。

■  PROFILE
1981年生まれ、東京都出身。筑波大学芸術専門学群卒業
後、広告制作会社２社に合計約８年勤務。2014年に退職
後、協力隊に参加。17年3月帰国。同年10月より短期ボラ
ンティアとしてパラオ国際サンゴ礁センターに配属され、
PR・土産品などのデザインを担当。18年11月よりパラオの
同センターで現地雇用契約。08年よりカンボジアNGO 「ア
ンコール・クライマーズネット」の広報を担当している。

話話

24ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 8 . 1 125 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 8 . 1 1

派  遣  中 ▶ 8人

累　　計 ▶ 62人

分　　類 ▶ 計画・行政分野

活  動  例 ▶ 行政機関での業務効率の向上

や職場改善など

類似職種 ▶ マーケティングなど

派  遣  中 ▶ 7人

累　　計 ▶ 97人

分　　類 ▶ 人的分野

活  動  例 ▶ 販売促進ツールの提案や、職業

訓練校でのデザイン指導など

類似職種 ▶ コンピュータ技術など
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福田さんのプロフィール

埼
玉
県
出
身
。

浦
和
実
業
高
校
卒
業
後
、
ア
パ

レ
ル
販
売
員
に
。

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ

「
ア
ー
ス
・
ジ
ュ
ー
ス
」
の
販

売
員
に
①

（
特
活
）
シ
ャ
プ
ラ
ニ
ー
ル
＝
市

民
に
よ
る
海
外
協
力
の
会
の
イ

ン
タ
ー
ン
と
な
り
、外
務
省
主
催

の
「
N
G
O
イ
ン
タ
ー
ン
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
利
用
し
、
ネ
パ
ー

ル
で
10
カ
月
研
修
を
受
け
る
。

10
月
、
青
年
海
外
協
力
隊
に

参
加
。

キ
ル
ギ
ス
の
イ
シ
ク
ク
リ
州
に

あ
る
一
村
一
品
組
合
に
所
属
し
、

生
産
者
増
加
を
目
的
と
し
た
生

産
者
団
体
の
巡
回
と
、一
村
一
品

シ
ョ
ッ
プ
で
の
シ
ョ
ッ
プ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
指
導
に
取
り
組
む
。

10
月
、帰
国
②

1
月
、
有
限
会
社
ア
フ
リ
カ
ン
ス

ク
エ
ア
ー
に
入
社
。
現
在
は
仕
入

れ
・
バ
イ
ヤ
ー
チ
ー
ム
に
所
属

し
、ケ
ニ
ア
を
担
当
し
て
い
る
。

19822013

　

ア
パ
レ
ル
の
販
売
員
、フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ

の
店
員
を
経
て
、
青
年
海
外
協
力
隊
に
参
加
し
た
福

田
順
子
さ
ん
。
協
力
隊
へ
の
参
加
に
よ
り
、
改
め
て

知
っ
た
大
切
な
人
た
ち
の
側
に
い
た
い
と
い
う
気
持

ち
。ま
た
、海
外
と
雑
貨
へ
の
消
え
ぬ
憧
れ
か
ら
、福

田
さ
ん
は
現
在
、
日
本
に
あ
る
ア
フ
リ
カ
雑
貨
輸
入

販
売
会
社
の
社
員
と
し
て
働
い
て
い
る
。

両
親
の
姿
が
、自
分
の
基
礎
に

　　

本
や
映
画
が
好
き
で
夢
見
が
ち
な
子
ど
も
だ
っ
た

と
い
う
福
田
さ
ん
は
、
米
国
人
映
画
俳
優
に
憧
れ
、

通
訳
を
目
指
し
て
英
語
科
の
あ
る
高
校
に
進
学
し

た
。し
か
し
、卒
業
時
に
は
自
立
へ
の
思
い
が
強
く
な

り
、就
職
。ア
パ
レ
ル
の
販
売
員
に
な
っ
た
。
前
向
き

で
、人
と
話
す
こ
と
が
好
き
な
福
田
さ
ん
に
、接
客
業

は
天
職
で
、不
足
な
く
、楽
し
く
暮
ら
し
て
い
た
。こ

の
生
活
で
い
い
と
思
っ
て
過
ご
す
頭
の
片
隅
で
、
こ

の
ま
ま
人
生
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
と
も
感
じ
た
。

 

「
や
り
た
い
こ
と
っ
て
何
か
な
、
と
考
え
て
浮
か
ん

だ
の
が
両
親
で
し
た
。
父
は
獣
医
師
と
し
て

J
I
C
A
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
が

あ
り
、
家
族
同
伴
の
海
外
勤
務
も
あ
り
ま
し
た
。
母

は
手
芸
が
得
意
で
、
私
の
服
は
手
づ
く
り
。
海
外
と

手
仕
事
、身
近
な
2
つ
の
こ
と
が
、私
の
や
り
た
い
こ

 「
こ
の
仕
事
は
、女
性
た
ち
の
幸
せ
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
活
動
を
と
お
し
て
大
事
な
友
人
と
な
っ
た
ス
タ

ッ
フ
が
幸
せ
で
あ
る
た
め
に
、
で
き
る
限
り
の
こ
と

を
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

取
り
組
ん
だ
の
は
販
売
店
の
改
善
。
接
客
や
商
品

の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
収
支
管
理
の
方
法
な
ど
を
現
地

ス
タ
ッ
フ
に
伝
え
、
売
り
上
げ
を
明
確
に
す
る
な
ど

目
標
を
持
っ
て
働
け
る
よ
う
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
た
。

福
田
さ
ん
の
思
い
は
伝
わ
り
、ス
タ
ッ
フ
は
知
識
を

吸
収
し
て
い
き
、
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
福
田
さ
ん

は
大
切
な
友
人
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

キ
ル
ギ
ス
の
友
人
を
大
切
に
思
う
ほ
ど
、
日
本
の

家
族
や
友
人
を
思
い
出
し
た
。
で
き
れ
ば
み
ん
な
の

幸
せ
を
願
い
、
側
に
い
て
支
え
合
え
れ
ば
い
い
け
れ

ど
、
自
分
の
抱
え
ら
れ
る
量
は
限
ら
れ
て
い
る
。
日

本
を
遠
く
離
れ
た
こ
と
で
、
大
切
な
人
の
側
に
い
る

こ
と
が
、自
身
の
幸
せ
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

と
の
基
礎
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

辿
り
着
い
た
の
が
、フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
と
い
う
言

葉
だ
。た
ま
た
ま
、家
か
ら
ほ
ど
近
い
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
シ
ョ
ッ
プ
が
店
員
を
募
集
し
て
お
り
、
転
職
を
決

め
た
。
接
客
を
し
て
み
る
と
、
生
産
地
で
あ
る
開
発

途
上
国
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
た
め
、
商
品
を
自
分

の
言
葉
で
紹
介
で
き
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
休
暇
の

た
び
に
生
産
国
を
訪
れ
、ま
た
、国
際
協
力
N
G
O
の

イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
海
外
研
修
に
も
参
加
。
知
識
の

増
加
と
比
例
し
て
現
場
で
活
動
し
た
い
思
い
が
募
っ

た
。
協
力
隊
経
験
者
だ
っ
た
同
僚
の
話
も
聞
き
、
現

地
で
暮
ら
し
、
活
動
で
き
る
協
力
隊
へ
の
応
募
を
決

意
。合
格
し
、キ
ル
ギ
ス
へ
の
派
遣
が
決
ま
っ
た
。

　

一
村
一
品
運
動
を
実
施
す
る
生
産
団
体
の
組
合
に

所
属
し
、
生
産
団
体
数
の
増
加
を
目
指
し
た
巡
回
活

動
や
、
生
産
さ
れ
た
商
品
の
販
売
店
で
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
福
田
さ
ん
。
派

遣
前
は
、
収
入
を
得
る
た
め
に
懸
命
に
働
く
現
地
ス

タ
ッ
フ
を
支
援
す
る
ぞ
！
と
い
う
気
持
ち
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
現
実
は
、
女
性
だ
け
で
の
外
出
が
よ
し
と

さ
れ
な
い
現
地
の
習
慣
が
あ
り
、
そ
ん
な
な
か
家
を

離
れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
の
仕
事
は
、
現
地
の
女
性

に
と
っ
て
息
抜
き
の
場
と
な
っ
て
い
た
の
だ
。
女
性

た
ち
が
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
な
が
ら
働
き
、つ
く

ら
れ
る
商
品
の
背
景
を
愛
お
し
く
思
っ
た
。

大
切
な
人
の
幸
せ
が
、自
分
の
幸
せ

キ
ル
ギ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
・
2
0
1
5
年
度
2
次
隊

福ふ
く

田だ

順じ
ゅ
ん

子こ

さ
ん

小
さ
な
幸
せ
を
日
常
に
見
つ
け
る

 

「
仕
事
は
タ
イ
ミ
ン
グ
と
縁
」
と
福
田
さ
ん
は
い
う
。

派
遣
中
、
同
時
期
に
2
人
の
知
人
か
ら
「
あ
な
た
に

ぴ
っ
た
り
の
仕
事
」と
、有
限
会
社
ア
フ
リ
カ
ン
ス
ク

エ
ア
ー
の
仕
事
を
紹
介
さ
れ
た
。同
社
は
、ア
フ
リ
カ

の
雑
貨
や
食
品
な
ど
を
輸
入
販
売
し
て
お
り
、
本
社

は
福
田
さ
ん
の
地
元
・
埼
玉
県
。
海
外
と
雑
貨
に
か

か
わ
り
、
家
族
の
側
に
い
ら
れ
る
仕
事
だ
っ
た
。
帰

国
後
、面
接
を
経
て
入
社
。現
在
は
、仕
入
れ
・
バ
イ

ヤ
ー
チ
ー
ム
に
所
属
し
、ケ
ニ
ア
を
担
当
し
て
い
る
。

日
本
で
は
商
品
の
受
注
と
現
地
へ
の
発
注
、
ケ
ニ
ア

で
は
発
注
品
の
進
捗
管
理
、
買
い
付
け
、
営
業
な
ど

を
行
う
。
発
注
の
際
、
寸
法
が
違
え
ば
品
質
に
影
響

が
出
る
。
念
押
し
を
重
ね
な
が
ら
業
務
を
進
め
る
方

法
は
、協
力
隊
時
代
と
変
わ
ら
な
い
。

 

「
協
力
隊
の
経
験
で
、
言
葉
が
通
じ
づ
ら
い
こ
と
に

慣
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
日
本
人
の
仕
事
の
感
覚

と
海
外
の
仕
事
の
感
覚
が
違
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
そ
れ
を
前
提
に
仕
事
に
取
り
組
む
の
で
、
相
手

に
合
わ
せ
な
が
ら
仕
事
を
進
め
ら
れ
ま
す
」

　

同
社
で
は
年
に
一
度
、
商
品
展
示
会
を
開
催
し
て

い
る
。
そ
ん
な
と
き
、
自
ら
の
言
葉
で
商
品
を
語
る

こ
と
の
で
き
る
自
分
に
出
会
う
。

 

「
ど
ん
な
商
品
に
も
必
ず
魅
力
が
あ
り
、そ
れ
を
見

つ
け
る
の
も
私
の
仕
事
。
現
地
で
商
品
の
背
景
を
知

り
、日
本
で
伝
え
る
機
会
を
仕
事
で
与
え
て
も
ら
え

た
の
は
幸
運
で
し
た
。
学
ぶ
こ
と
も
多
く
、
人
と
し

て
も
成
長
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

何
よ
り
商
品
を
と
お
し
て
お
客
様
と
話
が
広
が

る
、
そ
ん
な
や
り
と
り
に
幸
せ
を
感
じ
る
と
い
う
福

田
さ
ん
。
家
に
帰
れ
ば
大
切
な
人
と
食
卓
を
共
に
で

き
る
。
小
さ
な
幸
せ
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
の
生
活

を
、か
け
が
え
の
な
い
も
の
だ
と
感
じ
て
い
る
。

1

2 協力隊に
参加

選択の理由

父親が、TV番組の「アニマルプラネット」
をよく見ていたことや、好きな映画俳優が
環境保護活動に熱心だったことも、フェ
アトレードに興味を持った理由のひとつ。

26ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 8 . 1 127 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 8 . 1 1

輸入販売
会社の
社員に

選択の理由

キルギスで、大好きな日本茶を淹れて飲ん
だときにおいしく感じられず、日本の物は日
本でこそ1番良い状態でいられるのではな
いかと思うようになった。人間もそうではな
いかと感じ、日本で暮らせる仕事を選ぶ。

人生を変えた2年間

Vol.162

efore▶ fter

fter

efore

before
フェアトレードショップ販売員

after
アフリカ専門輸入販売会社社員

ケニアで買い付けをする福田さん（左写真）と、現地の生産者に会う福田さん（右写真）。デザインの勉強をした経験が
ないため、依頼した品と出来上がりの品が違うこともあり、デザインの勉強、新しい商品の知識、語学力、これから身に
つけるべきことはたくさんあるという。それでも、日本の企業や現地の生産者たちと、一緒にものづくりができる環境にい
られることは喜びでもある。また、商品の説明をしているときに、商品が目の前にいる人と自分をつないでくれるツールの
ように感じる瞬間があるという。そんな瞬間を増やすため、情報収集し、魅力を伝えていきたいと福田さんは思っている

キルギスで本当の家族のように接してくれたホストマザーと福田さん

有限会社
アフリカンスクエアー
設立：1992年5月（開設は1990年）

本社所在地：埼玉県川越市増形
3-2

事業内容：アフリカ産品専門の輸
入販売など。

従業員数：32人（2018年2月現在）
URL：http://www.african-sq.co.jp/



［ 座 談 会 参 加 者］

　

帰
国
後
の
歩
み
出
し

私
は
協
力
隊
時
代
、
現
地
の
人
が
話
す
言
葉
の

半
分
も
理
解
で
き
な
い
状
態
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、「
自
分
に
は
役
立
て
る
こ
と
な
ど
ほ
と
ん
ど
な

い
」
と
感
じ
続
け
て
い
ま
し
た
。
な
ん
と
か
で
き
る
こ

と
を
見
つ
け
て
取
り
組
み
は
し
た
も
の
の
、
と
て
も

「
働
い
て
い
る
」
と
言
え
る
よ
う
な
レ
ベ
ル
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、日
本
の
職
場
に
早
く
復
帰
し
、看

護
師
と
し
て
も
う
一
度
し
っ
か
り
働
き
た
い
と
い
う
欲

が
強
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
た
め
、
派
遣
中
に
現
在

の
職
場
で
あ
る
小
児
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
コ
ン
タ
ク
ト
を
取

り
、就
職
の
内
定
を
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

日
本
で
し
っ
か
り
働
き
、
人
の
役
に
立
ち
た
く

て
仕
方
が
な
か
っ
た
と
い
う
点
は
、
私
も
ま
っ

た
く
同
じ
で
し
た
。
私
は
協
力
隊
活
動
で
現
地
の
看
護

師
へ
の
指
導
も
し
た
の
で
す
が
、
そ
れ
が
お
も
し
ろ
か

っ
た
の
で
、
帰
国
後
は
日
本
の
看
護
教
育
に
携
わ
っ
て

み
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
に
は
ま
だ
専
門
知

識
が
足
り
な
い
の
で
、
大
学
院
に
進
学
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
大
学
院
を
持
つ
大
学
の
附
属
病

院
で
看
護
師
と
し
て
働
こ
う
と
考
え
、
そ
れ
に
当
て
は

ま
る
現
在
の
職
場
に
帰
国
の
2
、
3
カ
月
前
か
ら
メ
ー

ル
で
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
り
ま
し
た
。
派
遣
中
に
就
職
試

験
の
段
取
り
な
ど
を
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た

の
で
、
帰
国
し
て
わ
ず
か
1
週
間
後
に
受
験
す
る
こ
と

が
で
き
、そ
の
3
カ
月
後
か
ら
勤
務
を
始
め
て
い
ま
す
。

私
は
お
ふ
た
り
と
違
っ
て
派
遣
中
に
再
就
職

の
準
備
は
し
て
お
ら
ず
、「
い
ず
れ
国
際
協
力

に
携
わ
り
た
い
」
と
い
う
漠
然
と
し
た
思
い
だ
け
を
持

っ
て
帰
国
し
ま
し
た
。
そ
う
し
て
、
ま
ず
は
生
活
の
た

め
に
派
遣
の
看
護
師
と
し
て
修
学
旅
行
の
添
乗
や
高

齢
者
施
設
で
の
看
護
な
ど
単
発
の
仕
事
を
し
た
の
で

す
が
、
そ
れ
ら
の
仕
事
を
と
お
し
て
、「
自
分
に
は
、
国

際
協
力
に
携
わ
る
の
に
必
要
な
『
身
体
的
な
看
護
』
の

技
術
が
な
い
」
と
感
じ
た
ん
で
す
ね
。
前
職
は
、「
心
理

的
な
看
護
」
が
メ
イ
ン
と
な
る
精
神
科
病
院
の
看
護
師

で
し
た
。
そ
こ
で
、
身
体
的
な
看
護
の
技
術
を
身
に
つ

け
た
い
と
考
え
、い
っ
た
ん
総
合
病
院
に
就
職
し
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、面
接
試
験
の
際
に
は
「
新
人
同
様
に
扱
う
」

と
言
っ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
配
属
さ
れ
た
外
科

病
棟
の
看
護
師
長
は
即
戦
力
を
期
待
し
て
い
た
よ
う

で
、「
い
っ
た
い
今
ま
で
ど
ん
な
所
で
働
い
て
い
た

の
！
」
と
責
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
も
あ
り
、
や
は
り
今
か
ら
新
た
な
専
門
分
野
で
看

護
師
を
務
め
る
の
は
難
し
い
と
考
え
、
地
方
自
治
体
の

福
祉
部
門
に
転
職
し
て
、
精
神
科
病
院
の
長
期
入
院
者

の
退
院
を
促
す
と
い
う
、
前
職
の
経
験
が
生
き
る
仕
事

に
就
い
て
い
ま
す
。

　

帰
国
後
の
苦
労
＆
失
敗

辞
め
る
気
持
ち
、
私
は
わ
か
り
ま
す
。
看
護
師

隊
員
の
大
半
は
派
遣
前
の
キ
ャ
リ
ア
が
せ
い

ぜ
い
5
年
程
度
で
し
ょ
う
か
ら
、
看
護
師
と
し
て
も
ま

だ
ベ
テ
ラ
ン
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
ま
し
て
、
前
職

で
経
験
し
て
い
な
い
科
で
働
く
と
な
る
と
、「
新
人
」

に
近
い
地
点
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
に
な
っ
て
し
ま
う
。
私

は
協
力
隊
活
動
が
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
も
の
だ
っ
た

の
で
、
派
遣
前
に
経
験
し
て
い
な
か
っ
た
小
児
科
の
看

護
職
に
就
く
こ
と
に
し
た
の
で
す
が
、
や
は
り
一
か
ら

勉
強
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
言
葉
が
通
じ

る
環
境
で
働
け
る
点
は
「
幸
せ
だ
な
あ
」
と
感
じ
た
の

で
す
が
、
逆
に
言
葉
の
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
わ
か
っ

て
し
ま
う
た
め
、
上
司
な
ど
の
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
や

何
気
な
い
発
言
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
心
に
突
き
刺
さ

る
。
2
年
の
間
に
打
た
れ
弱
く
な
っ
た
の
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
現
在
の
職
場
に
就
職
し
て

か
ら
3
カ
月
間
く
ら
い
は
、
新
人
看
護
師
時
代
の
よ
う

に
ト
イ
レ
で
泣
い
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
た

●現職：
看護師（小児クリニッ
ク） 兼 ヨガインスト
ラクター

●派遣前のキャリア：
看護師（急性期病院

〈＊〉のレディース病
棟／ 5 年間）

● JICA ボランティア：
▶︎看護師・アジア地
域・2014 年 度 派 遣

（退職参加）
▶︎県保健局に配属さ
れ、巡回診療の支援
などに従事。

●現職：
看護師（急性期病院
の混合病棟）

●派遣前のキャリア：
看護師（総合病院の
混合病棟／ 6 年間）

● JICA ボランティア：
▶︎看護師・大洋州地
域・2015 年 度 派 遣

（退職参加）
▶︎糖尿病クリニック
に配属され、診療サ
ポートや同僚への指
導などに従事。

●現職：
地方自治体福祉部門
の非常勤職員（精神
保健福祉業務担当）

●派遣前のキャリア：
看護師（精神科病院
／4 年間）

● JICA ボランティア：
▶︎看護師・アジア地
域・2015 年 度 派 遣

（退職参加）
▶︎県保健局に配属さ
れ、地域保健の向上
支援に従事。

A さん（女性） B さん（女性） Cさん（女性）

A

ABC
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

「
国
際
協
力
の
仕
事
」
や
「
外
国
人
と
か
か
わ

る
仕
事
」
以
外
で
も
、
協
力
隊
経
験
は
な
ん
ら

か
の
形
で
生
か
せ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
ね
。私
は
今
、

職
場
で
中
堅
層
に
入
っ
て
い
る
の
で
、
若
い
看
護
師
の

指
導
や
業
務
改
善
な
ど
も
担
当
し
て
い
ま
す
。
志
の
高

い
看
護
師
が
集
ま
っ
て
い
る
職
場
な
の
で
す
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
が
強
い
あ
ま
り
、
残
業
を
ダ
ラ
ダ
ラ
や

っ
て
し
ま
う
人
も
多
い
。
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
変
え
て

い
く
か
が
、
今
の
仕
事
の
悩
み
で
す
。
そ
ん
な
ふ
う
に

「
看
護
師
の
よ
り
良
い
働
き
方
」
を
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
の
も
、
協
力
隊
時
代
に
現
地
の
看
護
師
た
ち
の
ワ

ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
目
に
し
た
か
ら
で
し
た
。

私
は
今
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
仕
事
は
フ
ル
タ
イ
ム

パ
ー
ト
に
し
、副
業
と
し
て
週
2
、3
回
、ヨ
ガ

教
室
を
開
い
て
い
る
ん
で
す
ね
。
そ
ち
ら
の
仕
事
は
、

協
力
隊
経
験
の
影
響
が
特
に
大
き
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。
派
遣
前
に
病
院
で
働
い
て
い
た
際
は
、
ど
う
し
て

も
「
言
わ
れ
た
こ
と
を
間
違
い
な
く
こ
な
す
」
と
い
う

「
受
け
身
」
の
働
き
方
ば
か
り
に
な
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
協
力
隊
活
動
は
反
対
に
、
す
べ
て
自
分
で
考
え
な

が
ら
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
最
初
は

そ
れ
が
苦
痛
だ
っ
た
の
で
す
が
、
気
が
つ
け
ば
、
受
け

身
の
働
き
方
ば
か
り
で
は
物
足
り
な
い
と
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ヨ
ガ
教
室
の
仕
事
は
す
べ
て
自

分
で
考
え
て
進
め
る
も
の
で
す
の
で
、
病
院
で
の
仕
事

と
の
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
は
良
い
バ
ラ
ン
ス
だ
な
と
感
じ
て

い
ま
す
。私

が
今
の
仕
事
の
な
か
で
協
力
隊
経
験
の
影

響
を
感
じ
る
の
は
、「
地
域
」
へ
の
ま
な
ざ
し

で
す
ね
。
派
遣
前
は
病
院
で
し
か
働
い
た
こ
と
な
か
っ

た
の
で
、
病
院
の
外
の
人
た
ち
の
健
康
に
目
を
向
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
方
、
私
の
協
力
隊
活

動
は
地
域
看
護
で
し
た
の
で
、
そ
こ
で
初
め
て
、
広
く

「
地
域
」
の
人
々
の
健
康
を
考
え
る
感
覚
が
身
に
つ
い

た
気
が
し
ま
す
。
今
の
仕
事
は
地
方
自
治
体
の
業
務
で

帰国後の　と　を語り合う

第 ① 回  　看護師隊員 篇

OB・OG
匿 名

座 談 会

理想 現実
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だ
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
比
較
的
ス
ロ
ー
ペ
ー
ス
な
職
場
な

の
で
、
帰
国
後
の
仕
事
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
場
と
し
て

は
良
か
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

私
の
忍
耐
力
も
足
り
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
お

っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
帰
国
し
て
最
初
に
就
職
し

た
総
合
病
院
で
は
、「
ペ
ー
ス
に
付
い
て
い
く
こ
と
」

だ
け
で
も
結
構
し
ん
ど
か
っ
た
で
す
ね
。
派
遣
国
の
ス

ロ
ー
ペ
ー
ス
に
慣
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
。

私
が
今
働
い
て
い
る
の
は
急
性
期
病
院
で
す

の
で
、
や
は
り
仕
事
の
ペ
ー
ス
は
き
つ
い
と
思

い
ま
す
。
で
も
、
私
は
派
遣
前
に
混
合
病
棟
で
幅
広
い

分
野
の
看
護
を
経
験
し
て
い
た
の
で
、
技
術
的
な
面
の

適
応
は
楽
で
し
た
。
し
か
も
、
派
遣
前
の
職
場
に
比
べ

て
人
間
関
係
が
と
て
も
良
い
ん
で
す
よ
。
ど
ん
な
仕
事

で
も
率
先
し
て
や
ろ
う
と
す
る
若
い
看
護
師
が
多
い
。

そ
れ
も
あ
っ
て
、
わ
り
と
ス
ト
レ
ス
な
く
ペ
ー
ス
に
付

い
て
い
く
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

2
年
間
の
経
験
は
生
き
て
い
る
？

私
も
派
遣
中
、
C
さ
ん
の
よ
う
に
国
際
協
力
の

道
に
進
も
う
と
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

派
遣
国
で
J
I
C
A
専
門
家
と
し
て
働
い
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
方
に
も
た
く
さ
ん
話
を
伺
っ
た
の
で
す
が
、「
留

学
し
、
公
衆
衛
生
の
修
士
号
を
取
っ
て
」
と
い
っ
た
と

こ
ろ
ま
で
自
分
は
が
ん
ば
れ
な
い
な
と
思
い
、
諦
め
ま

し
た
。
そ
う
し
て
、
せ
め
て
日
本
に
い
る
外
国
人
の
方

の
看
護
く
ら
い
に
は
携
わ
り
た
い
と
思
い
、「
外
国
人

の
患
者
が
多
い
」
と
い
う
点
も
考
慮
し
て
選
ん
だ
の
が

今
の
職
場
で
し
た
。
C
さ
ん
は
今
で
も
国
際
協
力
の
道

は
あ
き
ら
め
て
い
な
い
？

ま
だ
興
味
は
あ
る
の
で
す
が
、
自
分
に
務
ま
る

仕
事
で
は
な
い
だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
ま
す
。
や

は
り
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
て
き
た
精
神
科
の
看
護
を
極

め
る
の
が
、
私
の
進
む
べ
き
道
な
の
か
な
と
。
現
在
は
、

そ
の
専
門
性
を
深
め
る
た
め
に
大
学
院
に
進
学
す
る
こ

す
の
で
、当
然
、そ
う
し
た
感
覚
は
重
要
で
す
が
、病
院

勤
務
の
看
護
師
で
あ
っ
て
も
、「
地
域
」
に
目
を
向
け

る
力
は
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
は
特
に
そ
れ
が
当
て
は
ま

る
と
思
い
ま
す
。「
治
療
」
だ
け
で
な
く
、「
予

防
」
の
た
め
に
も
地
域
の
多
く
の
方
々
が
訪
れ
る
場
所

で
す
の
で
、
患
者
さ
ん
た
ち
と
の
関
係
は
、「
看
護
師

と
患
者
」
と
い
う
よ
り
、「
看
護
師
と
住
民
」
に
近
い
か

ら
で
す
。

　

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

私
は
近
々
結
婚
す
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
す

が
、
そ
う
す
る
と
、
仕
事
を
続
け
る
こ
と
や
大

学
院
に
進
学
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
夫
に
相
談
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
の
で
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
立
て

方
も
だ
い
ぶ
変
わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
お
ふ
た
り
は
、
何
歳
ま
で
働
く
こ
と
を
想
定
し
て

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
？

私
は
、
先
々
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は

「
こ
う
し
よ
う
」
と
決
め
す
ぎ
ず
、流
れ
に
乗
り

な
が
ら
生
き
て
い
く
の
が
良
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
と
い
う
の
も
、
私
は
帰
国
後
に
結
婚
し
た
の
で
す

が
、
流
産
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
そ

の
と
き
に
、「
女
性
は
妊
娠
す
る
と
、ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に

対
す
る
考
え
方
が
大
き
く
変
わ
る
ん
だ
な
」
と
実
感
し

た
か
ら
で
す
。

私
も
「
な
る
よ
う
に
な
る
」
と
考
え
る
よ
う
に

し
て
お
り
、「
あ
と
10
年
は
働
き
、
そ
の
後
は

派
遣
国
に
戻
っ
て
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
の
も
い
い
か
な
」

く
ら
い
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
と
い
う
の
も
、
そ
も
そ
も

協
力
隊
経
験
自
体
が
生
き
方
に
つ
い
て
の
考
え
を
変
え

る
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
派
遣
中
の

方
々
に
も
、
あ
ま
り
先
の
こ
と
は
考
え
す
ぎ
ず
、
む
し

ろ
自
分
の
変
化
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
、
活
動
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
ね
。

BBC C

BAC

AC BA

＊ 急性期病院…急性疾患などで緊急・重症な状態にある患者に、入院・手術・検査など高度で専門的な医療を提供する病院。



活動や生活に役立つちょっとしたテクニックを
お持ちの方は、『クロスロード』編集室まで。 

crossroads@sojocv.or.jp

投 稿 募 集 ! JICAボランティア的プチテクガイド
簡単＆便利！  活動・生活のパワーアップに役立つ 

第91回
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ナビゲーター = 鈴木雄太さん
（シリア・バドミントン・2009年度1次隊、

短期／ヨルダン・青少年活動・2013年度派遣）

ナビゲーター = 佐藤麻衣さん
（セネガル・野菜栽培・2017年度1次隊）

ナビゲーター = 森 佑一さん
（ヨルダン・環境教育・2014年度3次隊、フォトジャーナリスト）

 斜め模様のミサンガ

　活動中に、情操教育の一環として子どもたちと一緒につくった
ミサンガを紹介します。前号の導入編より工程が少し難しく、作
成に時間がかかりますが、糸を国旗の色にするなど、好きな組

み合わせにすると、個性あるミサン
ガをつくることができます。

人の写真を撮る上で大切な３つのポイント

　派遣国で暮らすようになると、写真を撮る機会も多くなると思い
ます。せっかく撮るなら、思い出や人に伝えるために良いものを残
したいはず。そこで、撮影についてちょっとしたコツをお伝えでき
ればと思います。今回は人の写真を撮るポイントをお伝えします。
①被写体とコミュニケーションをとって仲良くなろう
　人を撮る場合、写真を撮ることよりも、被写体となる人とのコミ
ュニケーションが大切です。お互いが慣れていない内は緊張して
硬くなってしまいがちで、なかなか相手の良い表情を引き出すの
が難しいです。もしかしたら写真を撮られるのが嫌いな人で、後に
トラブルに発展することもあるかもしれません。お互いに気持ちよ
く写真を撮影するために、時間が許す限り、友達になるくらいの気
持ちで、しっかりコミュニケーションをとるように心がけましょう。
②被写体に当たる光を意識しよう
　写真撮影に欠かせないのが光。被写体への光の当たり方で印
象がガラッと変わります。光の当たり方は、主に3つ。
●順光…被写体の正面から当たる光。被写体を明るくはっきり写
せるが、眩しくて目を細めて険しい顔になることも。
●逆光…被写体の後ろ側から当たる光。自然な表情になるが、
被写体と背景の明暗差が強くなるのでその調整が難しい。
●斜光…斜めから当たる光。趣のある雰囲気になるが、顔の一部
に影ができてしまう。
　そこでおすすめなのが日陰 （曇り）での撮影。被写体に強い光
が直接当たらないので、柔らかい自然な感じの写真になります。
③カメラをややズームして撮影しよう
　多くのカメラにはズームレンズが付いています。ズームしなけれ
ば広範囲を写せ、ズームすれば遠くのものを大きく写せます。
　撮影時に気をつけて欲しいのが、レンズ特有の 「圧縮効果」。
ズームせずに撮影すると近くのものが大きく、遠くのものが小さく
写り、逆に目一杯ズームすると手前のものと奥のものが近づいた
ように写ります。人を撮るときに、全くズームせず被写体を近くで
撮影すると顔や体が歪んで写ってしまい、逆にズームしすぎると
奥行きのないのっぺりとした感じになってしまいます。見た目に近
い自然な奥行き感になるように、カメラのズームを調整して撮影し
てみましょう。

活動に役立つアイデア

　

知っトク情報

ミサンガのつくり方②現地の産品でクッキー写真を楽しむ①

 バオバブクッキーのつくり方

　派遣国で生活をしていると、現地のお菓子といえば、油を大
量に使った甘いドーナツやカロリーの高そうなケーキが定番。ま
た、炭水化物ばかりの料理で栄養の偏りや野菜不足を感じるこ
とがあるのではないでしょうか。私の任地には栄養価の高いバ
オバブの葉があるのですが、食べ方のレパートリーが少なかった
ため、バオバブの葉を使って栄養を意識したクッキーを手づくり
してみました。オーブンがなくてもフライパンで焼けるので試して
みてください。

活動に役立つアイデア

　

［用意するもの］
●毛糸・皮ヒモ・刺繍糸など…
	 約1メートルを6本（2メートルを3本）。
	 色はお好みで。
●粘着テープ
●はさみ
●定規

9

⑨Cで、E〜FとABを巻き結ぶ。これで、
3列が完成。

⑤Bを下側にひっぱったまま、Aを上に引
いて、ギュッと結ぶ。❸〜❺を再度行い、
AをBに2回巻き結ぶ。

10

⑩DでEFとA〜Cを、EでFとA〜
Dを、FでA〜Eを巻き結ぶと、1周し、6
列が完成。あとは腕の周りの長さになるま
で、同じことを繰り返す。

6

⑥次にAをCに巻いて結ぶ。2回、巻き
結ぶ。

2

②ひとかたまりになるようにまとめる。バオ
バブの葉の粉末や豆以外にも、現地にあ
るナッツや栄養のある食材を使ってみてく
ださい。

1

①あらかじめバターは常温に戻しておく。
材料をボウルなどに入れて混ぜる。
現地にある豆を小豆のように炊いて生地
に少し入れると、和風クッキーに！

5

⑤完成。火があればどこでもつくれるので、
現地の子どもたちや女性グループと一緒
につくってみてもいいと思います。

4

④フライパンに生地を並べ、弱火で約5分
焼く。いい香りがしてきたら裏返し、約5分
火を通す。少し押し、固くなっていたら中ま
で焼けているので取り出す。

3

③❷を約30等分する。生地を白玉の大き
さほどに丸めたら、上から押し潰して厚さ1
センチくらいにする。

2

②輪の部分を粘着テープでしっかり固定。
6本の糸（A〜F）のうち、左端にある糸を、
残りの5本にそれぞれ巻き結んで、1列を作
成する。最初はAをB〜Fに巻き結ぶ。

⑦AをFまで同じように巻き結んだら、1
列目が終了。Aが右端になる。

3

③AをBの上に乗せる。

8

⑧BでC〜F、Aを巻き結ぶ。

4

④Bの下に、Aをくぐらせる。 ①3本の糸を半分に折り、粘着テープで折
り目付近をとめる。5センチほど三つ編み
をしてから輪っかをつくり、輪っかの根元を
結ぶ。

1

［材料］（直径3cm約30個分）

●小麦粉…150g	 ●バター…50g
●砂糖…40g	 ●卵…1個
●バオバブの葉粉末…大さじ2

5

711

⑪巻き結び終わったら、6本をまとめて結
ぶ。3本ずつに分けて、2つの三つ編みを
つくり、5センチほど編んで、結べば完成。
2つに分かれたヒモを、❶の輪っかの部分
に通して腕などに結ぶ。

12

⑫完成したミサンガ。出来上がりの幅を広
げたいときは、1本につき、20センチ程長
くする。右巻きと左巻きを組み合わせると、
V字模様やダイヤ模様もつくれます。

●A ●B ●C ●D ●E ●F
●A

●B

●C

●D
●E
●F

●A
●B

●A ●B

●A
●B●C●D●E

●F

●A

●B ●C

●D ●E●F
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安全対策コラム 犯罪や事件に巻き込まれないよう

安全対策を日々心がけましょう

防犯
対策

バッグ類をたすき掛けにするなど
首からかけることの危険性について
　バッグを「たすき掛け（斜め掛け）」にするなど、首からかけているところを、

バイクなどで近づいてきた犯人にひったくられるという事案が頻発しています。

これらの事案では、引きずられて怪我を負う恐れや、打ち所が悪ければ重傷と

なる恐れもあります。

対 策

防犯意識からたすき掛けにしている場合、たすき掛けには上記
のような危険があるということを改めて認識してください。バッ
グを持ち歩くときには、下記の3点に留意しましょう。
● バッグ類は手に提げて持ち歩く（車が通る側には持たない）
単車による引ったくりは、2人乗りの後部座席の犯人が、走り抜
ける際に引ったくりを試みることが多い。手にバッグを提げるこ
とで、バッグは地面に近い位置にあることになり、単車に座って
いる犯人からは取りづらくなる。

● バッグ類のヒモは短くし、衣類で隠して見えづらくする
仮に、たすき掛けをしてバッグを携行する必要があるときには、
バッグをたすき掛けにしてから、衣類を羽織るとよい。犯人が
引ったくろうとしても、つかむ対象が見えにくく、また取りづらく
なるため、有効である。
● 首から下げる場合、引っ張れられたとき、はずれる物に
携帯電話などにストラップをつけて首から下げる場合は、強く
引っ張られた際に、首からはずれるようにしておくとよい。

2016年度2次隊帰国者数（2018年9、10月帰国／予定）

青年海外協力隊 239人（48カ国）

シニア海外ボランティア 43人（27カ国）

2018年度2次隊派遣者数

青年海外協力隊 278人（54カ国）

シニア海外ボランティア 50人（23カ国）

覚書式で握手を交わす、JAEC会長の野中和雄氏（右）とJICA青年海外協力隊事務局長の
山本美香（左）

派遣者数と帰国者数

グローバルフェスタJAPAN2018

　9月26日、天皇皇后両陛下が、約2年間の活動を終えて
帰国した青年海外協力隊員、日系社会青年ボランティアの
代表とご懇談されました。
　今回、両陛下とご懇談したのは、大

おお

西
にし

海
かい

斗
と

さん（ウズベキ
スタン・理学療法士・2015年度3次隊）、沖

おき

田
た

咲
さき

さん（旧
姓・生

いく

山
やま

／カンボジア・水泳・2015年度3次隊）、松
まつ

村
むら

剛
たけ

志
し

さん（サモア・コンピュータ技術・2015年度4次隊）、伊
い

波
は

さと子
こ

さん（ボリビア・小学校教育・2016年度1次隊）、
谷
たに

口
ぐち

稜
りょう

子
こ

さん（チリ・コミュニティ開発・2016年度1次
隊）、西

にし

口
ぐち

記
き

子
こ

さん（ベナン・小学校教育・2016年度1次
隊）、安

あん

藤
どう

洋
ひろ

之
ゆき

さん（ケニア・青少年活動・2016年度1次隊）、
長
なが

尾
お

直
なお

洋
ひろ

さん（日系JV／ブラジル・社会学・文化人類学・
2016年度派遣）の8人です。

　9月27日、帰国したJICAボランティアへの外務大臣感謝
状授与式が、東京・新宿区のJICA市ヶ谷ビルにおいて開催
されました。授与式には、帰国した青年海外協力隊員とシ
ニア海外ボランティア、日系社会青年海外協力隊ボランティ
ア、日系社会シニア・ボランティア、75人が出席し、堀

ほり

井
い

巌
いわお

外務大臣政務官から感謝状を授与されました。来賓として
「日本の国際協力　特に青年海外協力隊の活動　を支援す
る国会議員の会」（JICA議連）に所属する三

み

原
はら

朝
あさ

彦
ひこ

衆議
院議員、馳

はせ

浩
ひろし

衆議院議員、大
おお

野
の

元
もと

裕
ひろ

参議院議員、新
にい

妻
づま

秀
ひで

規
き

参議院議員のほか、北
きた

村
むら

誠
せい

吾
ご

衆議院議員、冨
とみ

岡
おか

勉
つとむ

衆議
院議員、武

たけ

井
い

俊
しゅん

輔
すけ

衆議院議員、山
やま

田
だ

俊
とし

男
お

参議院議員、大
おお

島
しま

九
く

州
す

男
お

参議院議員、井
いの

上
うえ

一
かず

徳
のり

衆議院議員が参加され、
北
きた

岡
おか

伸
しん

一
いち

JICA理事長も参加しました。
　授与式では、堀井外務大臣政務官に労いと激励の言葉
をいただいたのち、ボランティア代表として、松

まつ

尾
お

雄
ゆう

大
だい

さん
（セネガル・小学校教育・2016年度2次隊）があいさつ。
授与式に続いて行われた懇親会では、鈴

すず

木
き

瞳
ひとみ

さん（ガーナ・
保健師・2016年度2次隊）、生

いく

田
た

卓
たく

也
や

さん（ベナン・小学
校教育・2016年度2次隊）が、活動を報告しました。

天皇皇后両陛下が
帰国したJICAボランティアとご懇談

JICAボランティアへの
外務大臣感謝状授与式を開催

「JICA理事長表彰」表彰式を開催
　JICAでは、国際協力事業を通じて開発途上国の人材育
成や社会発展に多大な貢献をされた個人・団体に対し、そ
の功績を讃え、「JICA理事長表彰」を授与しています。14
回目の今年は、49個人・団体が表彰され、その表彰式が
10月1日に東京・新宿区のJICA市ヶ谷ビルで開催されまし
た。元海上保安庁長官の中

なか

島
じま

敏
さとし

さん（バングラデシュ・航
海術・1982年度3次隊）や、JICAボランティア事業を支
援している一般社団法人協力隊を育てる会の副会長で、公
益社団法人日本青年会議所事務局アドバイザーを務める
水
みず

野
の

秀
しゅう

一
いち

さんなどが表彰されました。

　9月7日、公益社団法人国際農業者交流協会（JAEC）と
JICAとの間で、2014年に署名された、農業分野の青年海
外協力隊応募者の増加に向けて協力する旨の覚書が更新
され、その署名式が東京・千代田区のJICA本部で開催さ
れました。
　JAECは海外農業研修事業において、毎年米国や欧州な
どへ日本の若者を農業研修生として派遣し、現地で農業研
修を行っています。その研修修了生の中で人物・技術ともに
優れた人を協力隊員としてJAECから推薦いただいていま
す。開発途上国からの派遣要請が多い農業分野において、
さらなる応募者の拡大を期待し、推薦対象者の範囲を拡大
する形で覚書を更新しました。

　2018年度2次隊の派遣者数、2016年度2次隊の帰国者
数はそれぞれ次の通りです。

　9月29日、東京・江東区のお台場センタープロムナードで、
日本最大級の国際協力イベントグローバルフェスタJAPAN
が開催され、4万3888人が来場しました。このイベントで
青年海外協力隊事務局は、JICAボランティアを目指す人が
相談・質問できる「JICAfe」を出展し、JICAボランティア
経験者やJICA職員が、来場者ひとりひとりの「知りたい」「聞
きたい」に答えました。

農業分野の応募者拡大を期待。
国際農業者交流協会との覚書を更新

　皆さん、犬や猫を触ろうとしたとき、咬
か

まれたり引っ
掻
か

かれたりしたことはありませんか？
　日本では狂犬病予防法があり、犬を飼う場合は、飼い
主は年に1回ワクチンを接種させる必要があります。日
本でのペットのワクチン接種はごく当たり前なことで
も、派遣国ではそのような状況にありません。現地の人
の家で飼われているペットは、ワクチン接種がされて
いないことがほとんどなので、不用意に近づいたり撫
でたりしないようにしましょう。自分の身を守りペッ
トを守るためにも、犬や猫を飼う場合は、ワクチンの接
種を強くお勧めします。
　狂犬病は犬や猫からだけではなく、哺乳類から感染
する病気です。野生の猿や家畜、コウモリも哺乳類で狂
犬病に罹

り

患
かん

することがあります。

【咬まれたらどうする？】

　狂犬病は有効な治療が未だに確立されておらず、発症
したらほぼ死に至ります。哺乳類から咬まれる、引っ掻か
れるなどした場合は、以下の対策を。
❶流水や石けんを利用して十分傷を洗いましょう。

❷24時間以内に受診をしましょう。 

　自身のワクチン接種歴により、多くは咬まれた後のワク
チン接種が必要になります。接種回数を医師に確認しま
しょう。咬まれた後の対処はもちろんのこと、咬まれない
ようにする皆さんの予防への心がけが大切です。不慣れ
な土地や初めてのお宅に訪問する場合や、野良犬の徘

はい

徊
かい

が増える時間帯である夜間は、特に注意しましょう。
　かわいいからとむやみに手を出してはいけません！　
そして、油断大敵！　背後にも気をつけましょう。

動物を見たら
咬むと思え！

健康管理員より　健康管理コラム
心身共に健康に2年間を過ごすために
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募集中のお題

「初対面」「ゴリ押し」「日本食」
投稿は『クロスロード』編集室まで
（P35をご覧ください）

感謝のきもち
活動最終日、リハビリを担当した患者さんた
ちが、餞別として私の名前を入れた伝統的な
織物をそれぞれプレゼントしてくれた。しかし、
もらったいくつかのプレゼントをよーく見る
と、私の名前のスペルが少し違う……。たとえ
間違っていても、その気持ちだけで十分でした。
こちらこそありがとう。

ペンネーム：パンチさん（男性）
協力隊経験者（アジア・作業療法士・2016年度派遣）

民族衣装コレクション
同僚たちがお金を出し合って用意してくれた民
族衣装。着てみると「似合ってる～いい色ね！」「こ
れであなたもこの国の人ね！」と嬉しそうな同僚
たち。いつも可愛いがってくれていたけれど、改
めて素敵な人たちに囲まれていたんだなと幸せ
な気持ちに。大家さんや友人たちにもいただき、
トランクいっぱいにお餞別と思い出をつめて帰
国しました。日本ではなかなか出番のない民族
衣装たち。披露する機会、早くこないかな～♡

ペンネーム：任国が恋しいさん（女性）
協力隊経験者（中東・助産師・2016年度派遣）

サプライズ？
「サプライズで欲しいもの教えて！」と聞かれたのは配属先での最終報告会の2週間前。何のことかわから
ず、「民族衣装のブレスレット」と。最終報告会後、苦楽を共にした同僚から「サプライズだよ。日本に派遣
国を持って帰ってね」と、みんなの前で例の腕輪と民族衣装一式を頂いた。サプライズの意味って何だろう

と考えると、ふふふと笑ってしまう。帰国後も身に着けるたびに派遣国を思い出せる最高のプレゼント。

ペンネーム：バオバブの下を流れる灌漑用水さん（男性）　　協力隊経験者（アフリカ・コミュニティ開発・2016年度派遣）

次から次へと
配属病院での活動最終日にやったミーティン
グの終わり、病院や配属部署から、それぞれ
送別の品をもらい、それだけでもすでに3箱。
でも、それだけじゃ終わらず、○○病棟から、
○△病棟から、誰々から、誰々から……と、次
から次へと思い出深い面々が出てくる、出てく
る！ 「泣いちゃダメ」って何度も言われたけど、
受け取ったモノが多すぎて、目から溢れちゃう

ものがあったよね。

ペンネーム：ボパーさん（女性）
協力隊経験者（アジア・看護師・2016年度派遣）

今月の1枚

JICAボランティアの

お題 ▶︎ 餞別

イラスト＝牧野良幸

★ ★ ★★★ ★

あなたのつぶやきが
イラストになるかも！？



一般社団法人協力隊を育てる会『クロスロード』編集室

crossroads@sojocv.or.jpeメール

今月の相談
（就活編）

進路相談カウンセラー／青年海外協力隊相談役は
履歴書や応募書類のチェックも行っていますので、
ぜひご相談ください。

よくある相談に進路相談カウンセラー／
青年海外協力隊相談役がお答えします。

ご意見・ご感想をお聞かせください。

アイデアも大募集！
今号をお読みになり、どのようにお感じになり
ましたか。ご感想・ご意見をお寄せください。
また、今後取り上げてほしい企画や特集のテ
ーマ、ご紹介いただけるアイデアがございまし
たら、下記のメールアドレスにお送りください。

以下のようなアイデア・
投稿を募集中です

●派遣国での活動・生活での “失敗” 談お聞か
せください。

●活動や日常でちょっと役立つ、そんな技をお
伝えください。もしくはこんな技を紹介してほ
しいというご要望もお待ちしています。

●P34の下に記載されている「お題」で派遣国
での活動・生活のことをつぶやいてみませんか。

●帰国後の就活・進路の悩みをお寄せください。

A.	役立つスキル・経験について、	 具体的な事例を挙げ、明確に伝える。

まず、応募先によって志望動機の内容は変
更する必要があります。その上で以下3点に
留意して記載してみましょう。

●	最も伝えるべきことは、応募先にとって自分
の経験に基づくどのような知識やスキル、専
門性などが役に立つかということ。それらを
明確に記すこと。

●	わかりやすい内容にまとめること。結論を
最初に示す、主語・述語を明確にする、一文
を短くする、曖昧な表現を避けるなど、相手
にとってわかりやすいような文章を心掛け
る。

●	自分の経験をただつらつらと書いて、体験談
レポートのようにまとめるのはNG！

Q.	文字数の多い志望動機はどう書く？
提出する応募書類のひとつで、志望動機に
ついてA4用紙1枚分の記載を求められまし
た。何をどのように書けば良いでしょうか？

●経歴：外資系企業で18年
間マーケティングの仕事に携
わった後、公共美術館の企
画・広報担当責任者として公
務員となり行政の世界へ。プ
ロのマーケッターとしてのサ
ラリーマン生活から一変し、
2015年「キャリア・デザイン・
ラボ」を立ち上げて企業のキ
ャリアコンサルティングを行
う。2018年7月より現職。

石
いし

澤
ざわ

志
し

津
づ

さん（進路相談カウンセラー）
担当地域：東京・埼玉・千葉・群馬・茨城・栃木

	Ishizawa-Shizu@jica.go.jp

活動中は、達成感や充足感を得ることもあれば、フラストレーショ
ンを感じたり挫折感を味わったりすることもあるでしょう。振り返
れば、どんな経験も人生の糧となります。ある程度辛いことも含め
て、ときどきは自分の過去・歩んできた道を冷静に振り返る癖をつ
けてみてください。仕事における価値観の形成には、成功体験以
上に失敗や挫折が大きく関与するものです。JICAボランティアに
参加したこと自体が、長い人生の中の素敵な1コマであり、その後
のさまざまなシーンに繋がっていくはずです。迷ったり揺らいだり
することもあると思いますが、それも含めて今を楽しみましょう。「こ
んなこと相談しても良いのかな……」とためらわず、どんなことで
も相談してください。

金
かな

山
やま

光
こう

一
いち

さん（進路相談カウンセラー）
担当地域：東京・埼玉・千葉・群馬・茨城・栃木
	Kanayama-Koichi@jica.go.jp

●経歴：旅行会社、相模原
市小学校教諭、中学校教諭、
教育委員会、小学校校長を
経て、2018年7月より現職。
現在は、都留文科大学特任
教授、早稲田大学非常勤講
師、LCA国際小学校顧問も
務めており、北欧やオースト
ラリア、キルギス、タンザニア
の教育研究も行っている。

私は長い教職の間、日本の子どもから「子どもらしさ」が失われて
きているような気がしていました。しかし、私が教育研究で訪れた
タンザニアやキルギスの学校での子どもの目は輝いていて、教育の
原点を見つめなおすことができました。そして、そんな中で日々、格
闘している隊員の情熱と努力は私にとっても大きな刺激でした。
私はJICAボランティアの皆様の貴重な経験を日本の子どもに伝
えてもらいたいと思ってカウンセラーを希望しました。皆さんは日
本、世界を変えるエネルギーを持っています。人生、児童生徒指導、
保護者対応、授業に悩んだら何でも相談に来てください。ともに世
界の教育を考えましょう。

平成30年11月号［第54巻第11号 通巻642号］
発行日　平成30年11月1日

編集・発行：
独立行政法人国際協力機構青年海外協力隊事務局
〒102-8012 東京都千代田区二番町5-25 
二番町センタービル
TEL：03-5226-9814　FAX：03-5226-6379

落丁・乱丁の場合はお取り替えしますので、発行元までご連絡ください。
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就職・進学を始め各種情報の提供など帰国ボランティアの進路決定までサポート

JICA	進路相談カウンセラー／
青年海外協力隊相談役の紹介
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私
は
カ
ブ
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を
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は
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に
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上
活
動
に
も

取
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で
い
ま
す
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今月号の表紙
from ザンビア

 

撮影＝栗
くりはらじゅんこ

原純子さん
（SV／ザンビア・公衆衛生・2016年度4次隊）

フォルクローレを踊って距離が縮まったクラスの生徒たち。
サプライズで誕生日を祝ってもらったときの様子

仕事帰りに泣いていました。

文＝東
とう

海
かい

林
りん

由
ゆ

貴
き

さん

▶︎ボリビア
▶︎エアロビクス
▶︎2016年度2次隊

■  PROFILE
1989年生まれ。山形県出身。神
奈川県のフィットネス企業で3年3
カ月間の勤務を経て、2016年10月、
協力隊員としてボリビアに赴任。
18年10月に帰国予定。

■  活動概要
ラパス市役所スポーツ振興部に配
属され、主に以下の活動に従事。
●ラパス市内の7カ所を回り、健
康増進のため、市民に対しエア
ロビクスやヨガを指導
●スポーツ振興部開催のイベント
への協力

　配属されてすぐに、私はあるエアロビクスクラスの
インストラクターをいきなりひとりで任されました。し
かし、それまでボリビア人インストラクターが教えてい
たそのクラスの反応はいまいち。さらに、前のインスト
ラクターをとても慕っていた生徒たちは、新しく来た
私の文句まで言っている様子でした。今まで通って
いたクラスにいきなりアジア人がきて、今までと違う方
法で教え出したら、確かにそうなるのもわかる気がし
ますが、なんとか受け入れてもらおうと、私は一生懸
命教えました。しかし、いつも空回りしてなかなか盛
り上がらず、自分ばかり疲れてしまい、それが悔しくて
悔しくて、帰り道ではいつも泣いていました。
　そんななか、私はクラスに取り入れるため、現地の
人が好きな音楽のレゲトンやメレンゲ、クンビア、そし
てボリビアのフォルクローレ（民俗音楽）を聞きあさ
ることにしました。それまで私は、「日本人なのだから、
日本の音楽を伝えたい」と考えていたのですが、あれ
これ悩んでばかりいるのではなく、まずは行動だと考
え、自分のスタイルを変えることにしたのでした。
　ある日、フォルクローレをクラスに取り入れてみたと
ころ、多くの参加者が喜んでくれました。そして、大拍
手。いつのまにか文句を言う人もいなくなりました。「思
い付いたら、意味を考える前にまず行動することが大
事」ということを実感しました。
　私が配属されたのは新規の場所で、初めは何をす
れば良いかわからず、荒野に放たれた気分でした。し

かし少しずつ自分のペースがつかめてきて、やれるこ
とをやっていたら、それが配属先での自分の役目に
なっていました。任期が終わってしまうと、もう先住民
のおばさんたちと手取り足取りヨガを行うことも、娘
のようにかわいがってくれたノリノリのおばちゃんたち
と踊ることも、冗談ばかり言ってくる配属先の人たち
としゃべることもなくなってしまいます。今ではそれが
本当に寂しく感じます。私はボランティアの経験を通
して、「その時は大変に思えても、乗り越えた後には
大きな自信につながる」と学びました。

苦労を経験するほど、糧になる！
　ひとりひとり置かれる状況は違いますが、どんな
困難にしろ、苦労が多いほど、自分の協力隊生活の
価値が上がっているのだと信じて、ぜひ前向きに考
えて頑張ってください。

YELL !!
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